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イ
デ
ィ
ア
と
趣
向
を
凝
ら
し
た
、
各
地
区
盆
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を
紹
介
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ダンディー笠原(笠原譲次ぐん)のゲーッツで籍めました

お
獄
の
最
中
の
開
催
だ
っ
た
た
め
、
み

ん
な
親
類
の
集
ま
り
な
ど
で
忙
し
い
こ
と

と
思
い
ま
し
た
が
、
例
年
辿
り
た
く
さ
ん

の
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
は
、
中
標
津
町
の
花
火
大
会
が
１
六
日

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
他
の
地
区
で
も
十

七
Ⅱ
に
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
ね
。

振
り
返
れ
ば
、
今
年
の
盆
蹴
り
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
今
年
の
「
お

で
ん
」
青
年
部
で
調
理
し
た
も
の
で
す
が
、

誰
の
ア
イ
デ
ィ
ア
か
赤
い
ウ
イ
ン
ナ
ー
を

入
れ
た
と
こ
ろ
、
真
っ
赤
な
「
お
で
ん
」

が
完
成
。
続
い
て
、
ビ
ン
ゴ
＆
盆
踊
り
の

漿
品
は
、
去
年
が
し
ょ
ぼ
か
つ
た
と
い
う

反
省
か
ら
、
襟
発
し
て
み
ま
し
た
。
阿
部

さ
ん
が
ビ
ン
ゴ
と
盆
踊
り
の
両
力
で
、

シ
ャ
ン
プ
ー
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
た
の
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

青
年
部
主
催
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

青
年
部
農
政
・
組
織
委
員
会
の
峰
松
宏

樹
で
す
。
今
日
は
、
八
月
十
七
日
に
俣
落

母
と
了
の
家
で
行
っ
た
毎
年
の
恒
例
行
事
、

俣
落
盆
踊
り
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

Ｆ、

今
年
は
青
年
部
の
小
で
も
若
手
が
任
さ
れ

て
や
り
ま
し
た
が
、
結
果
は
？
う
１
ん
、

ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？
盆
踊
り
終
了

の
あ
と
、
激
し
く
反
省
会
が
開
か
れ
ま
し

た
〃今
年
の
盆
踊
り
で
特
に
目
立
っ
た
の
は
、

蒋
い
女
性
達
。
青
年
部
の
ナ
イ
ス
ガ
イ
た

ち
の
お
嫁
さ
ん
（
候
補
）
の
方
が
多
く
、

と
っ
て
も
華
や
か
で
し
た
が
、
私
、
雌
松

の
分
ま
で
は
女
性
が
居
な
か
っ
た
た
め
、

自
分
的
に
は
と
っ
て
も
ブ
ル
１
に
…
誰
か

女
の
子
紹
介
し
て
え
１
つ
。

盆
踊
り
の
最
後
は
、
ダ
ン
デ
ィ
笠
原
の

ゲ
ー
ッ
ッ
！
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

手
作
り
の
仮
装
衣
装
で
参
加
し
て
く
れ
て

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
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串
焼
き
な
ど
大
好
評
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そ
し
て
…
裏
メ
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ュ
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も
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ヨ
ー
釣
り
」
な
ど
も
人
盛
況
で
し
た
。
当

几
会
場
で
抽
選
券
を
配
布
し
て
の
人
抽

選
会
も
行
い
、
多
く
の
人
が
商
船
を
手
に

し
、
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま

し
た
。
ウ

俵
橋
の
盆
踊
り
も
卜
し
Ⅱ
に
俵
橋
小
学

校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
地
区
か
ら
街
か

ら
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

俵
橋
青
年
部
の
振
る
嫌
う
（
お
金
は
取

り
ま
す
が
｝
焼
き
そ
ば
、
フ
レ
ン
チ
ド
ッ

ク
、
各
種
串
焼
き
な
ど
の
食
べ
物
も
、
も

ち
ろ
ん
人
好
評
を
得
て
、
「
奥
メ
ニ
ュ
ー
」

な
ど
も
登
場
。
行
政
の
指
導
が
怖
い
の
で

詳
し
く
謀
け
ま
せ
ん
が
…
。

ｒ
供
た
ち
は
、
踊
り
や
ぐ
ら
の
〃
で
踊

っ
て
い
る
子
が
多
か
っ
た
の
か
、
青
年
部

た
ち
が
怖
か
っ
た
の
か
？
販
売
テ
ン
ト

の
〃
に
は
あ
ま
り
近
づ
い
て
来
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
ゲ
ー
ム
の
「
的
あ
て
」
や
「
ヨ
ー

〆可

■ ■ 

、三

鞠ii裸

Ｌ１１ｐ雰一

武
佐
地
区
で
も
八
月
１
七
Ｎ
に
、
奥
の

価
例
行
蝦
の
徽
蹄
り
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

肌
寒
い
気
温
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
「
武

佐
牛
杣
太
鼓
愛
好
会
」
の
叩
く
迫
力
満
点

の
太
鼓
に
今
わ
せ
て
、
仮
装
も
あ
り
の
賑

や
か
な
お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。
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、 お
面
や
射
的
コ
ー
ナ
ー
も
つ
く
り

お
祭
り
気
分
満
喫
／

■
武
佐
地
区
■
始
．

ロアⅡ？ロアⅡ？

ｋ１ 
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雛i粥

〃
、
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冴

ジ！

’ 

青
年
部
武
佐
文
部
（
川
上
秀
明
文
部
長
）

で
は
飲
み
物
や
食
べ
物
は
も
ち
ろ
ん
、
今

年
は
お
而
や
射
的
コ
ー
ナ
ー
も
作
り
、
お

祭
り
の
零
Ｍ
気
を
盛
り
立
て
る
よ
う
な
趣

向
を
凝
ら
し
た
屋
台
も
職
え
て
み
ま
し
た
。

や
が
て
「
う
た
げ
」
も
鮫
高
潮
を
迎
え
、

鮫
後
に
武
佐
盆
踊
り
恒
例
！
間
近
で
兄

れ
る
打
ち
上
げ
花
火
が
今
年
も
夜
空
を
彩

り
ま
し
た
。
（
記
・
巾
Ⅶ
抓
也
）
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平
成
十
五
年
度
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
（
以
ｒ
・
管
内
共
進
会
）
が
八
月
八

日
㈹
、
ホ
ク
レ
ン
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、

当
農
協
か
ら
は
十
三
頭
の
優
良
牛
た
ち
が

全
道
へ
の
切
符
を
手
に
し
、
早
来
町
で
行

根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

旧
頭
が
全
道
・
早
来
へ
〃

ＪＳ 

L公

｡､露
ニー。

霧雨の中､屋外での審査をする佐藤寅氏

2003北海道ナショナルｼｮｰﾍ11日出陣

わ
れ
る
「
２
０
０
３
年
北
海
道
ナ
シ
ョ

ナ
ル
シ
ョ
ー
」
（
以
下
・
全
道
共
進
会
〉

に
先
駆
け
て
明
日
、
九
月
十
一
Ｎ
出
陣
し

ま
す
。

管
内
共
進
会
当
ｎ
は
、
春
の
当
農
協
総

合
共
進
会
当
同
様
、
天
候
に
恵
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
開
会
式
時
は
霧
雨
状
態
だ
っ
た

の
で
屋
外
で
行
い
、
審
査
を
開
始
し
ま
し

た
が
、
雨
が
降
り
川
し
雨
足
が
強
く
な
っ

た
の
で
、
急
き
ょ
屋
外
で
の
審
森
に
切
り

替
え
会
場
を
移
動
す
る
と
い
っ
た
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

悴
内
全
域
よ
り
百
五
十
七
頭
の
乳
牛
が

集
め
ら
れ
る
中
、
佐
藤
貢
（
北
海
道
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
農
協
・
審
査
部
次
優
）
氏
の
審

査
に
よ
り
乳
用
牛
の
機
能
・
優
美
性
が
競

わ
れ
ま
し
た
。

当
農
協
か
ら
は
一
一
一
十
九
頭
が
出
鈷
さ
れ

管
内
農
協
で
は
敢
多
の
十
二
頭
が
全
泣
共

進
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
慎
重
な
審
査
の
結
果
、
二
浮
批

以
上
の
入
賞
率
は
六
一
・
価
許
と
好
成
績

を
残
し
ま
し
た
が
、
各
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

栄
光
を
手
中
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。簸
終
目
標
で
あ
る
九
月
１
三
日
、
十
四

日
に
開
催
さ
れ
る
全
道
共
進
会
で
は
、
今

回
以
上
の
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
好

成
績
を
納
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ガ

ン
バ
リ
ま
し
よ
う
（
Ｊ
・
Ｓ
）

ﾉﾃﾞ､ 

部 名 号 出品者入賞成績

佐々木昭雄２等２席２１アースイーストイーグルサヤカ ＲＴ 

ilit1l三原［Ｅ１等３席出場権腫１ＭB１ＳＤＴＲリーロクシートニー

福付稔１孫５席３ハヒイイーストマラソンベッシーラフラフ,

福嶋信１Ｗ２鞭１席出場権）鱈MＬ３ハッピーランドアスリーダークリンス

久保１Ｍリｌ等３席ｌＩｌ場権准得４１エクセルシアＲＤパッション
rヘ

佐々木昭雄２罐２席出場権鍵柵４アースイーストゴールドマーシャル

横１１１千秋２等３席川場権准得４サイドバレーＬセレナード

福1鴫信博２罐４席４ハッピーランドエランドゴールドコピーＢフタゴ

久保剛l等２席川場権狸得Ｒサンリッシュマークスエルトン

久保剛２等１席出場樵礎得６１エクセルシアリーダーシャノン

稿村総’１鰈２席川場権推１M！７ハピイイーストカーネーションシスラバー

榊鳴寿顕ｌ２等５席７ハッピーウードローリーストーム

佐々木昭雄ｌ１等１席出場権鰹得８１アースイーストスターバックレデューク

川村雛之２等１席出場権膜得８１リパービレッジアパッチクロスベンジー

櫻井幸一２等２席８チェリーヒルオールドグレイシーパトリシア

９ワイズビレッジカーネーションエンコア 竹村恥ｌ２等１席出場権獲得

福l鴫信博ｌ２等４脈９１ハッピーランドマスターアウトサイドキッティ

ｌｌｉｉ１１旦原Ｍ２ｌ２藤５席９カウンテスレディモアランツ

儒嶋信博ｌ２等６席９１ハッピーランドアイデアルアシリー

佐々木昭雄’１群２席出場権鰹得101アースイーストレイションラベール

佐々木昭雄｜l等３席１０｜アースイーストショーマーミレニアム

､櫻井幸一ｌ等２席出場権狸得1１チェリーヒルジャッキーミックスパイン

hMM鳴狩顕２等３)脇1１ハッピーウードラスエースリーダー

1３リパービレッジホーフーレクサス 川村鹸とl等３席

４ 

部 名号 出品者 入賞成績

２ アーースイーーストイーグルサヤカＥＴ 佐々木昭雄 ２等２席

３ SI）ＴＲリーロクシートニー ；jii1l三原［Ｅ １等３脇 出場権撞111

３ ハヒイイーストマラソンベッシーラブラブ 福村稔 1聯５席

３ ハッピーランドアスリーーター－クリンス 福嶋信博 ２等１席 出場椎獲得

４ エクセルシアＲＤパッション 久保Ｍｌリ l等３脇 ｌＩｌ場権雄得

４ アースイーストゴールドマーシャル 佐々木昭雄 ２艀２席 出場権礎1Ｗ

４ サイドバレーＬセレナード 横１１１千秋 ２等３席 {'1場権獲得

４ ハッピーランドエランドゴールドゴピーＢフタゴ 福嶋信博 ２零４席

５ サンリッシュマークスエルトン 久保剛 l等２}iIi |H場権喚得

６ エクセルシアリーダーシャノン 久保剛 ２等１席 出場権獲得

７ ハピイイーストカーネーションシスラバー 福付稔 l等２席 川場権獲欄

７ ハッピーウー|ごローリーストーム 袖嶋寿顕 ２等５席

８ アースイーストスターバックレデューク 佐々木昭雄 １等１席 出場権峻得

８ リパービレッジアパッチクロスベンジーー 川村雛之 ２等１席 出場権鰹得

８ チェリーヒルオールドグレイ －パトリシア 櫟ﾂﾞ'二幸． ２等２席

９ ワイズビレッジカーネーショ エンコア 竹村聡 ２等１席 出場権獲得

９ ハッピーラン マスターアウ サイドキッテイ 縞l鴨信博 ｚ等４脇

９ カウンテス デイモアラン ｌｌｉｉｌ１旦原Ｍそ ２群５席

９ ハッピーラン アイデアルアシリー 縞嶋信博 ２等６席

1０ アーースイース レイションラベール 佐々木昭 1群２席 出場権鰹澗

1０ アースイース ショーマーミレニアム 佐々木昭雄 l等３ﾉﾉiii

l］ チェlルーヒル ジャッキーミックスパイン ､鵬ブト幸一 l等２席 出場権ｉ鰯3

11 ハッピーウー ラスエース’ﾉーダー 福Ⅱ鳴狩顕 ２等３)ｌｉｌ

1３ ﾘパービレッジホーフーレクサス 川村顛と １等３席



意
識
が
高
ま
っ
て
い

載
し
ま
し
た
が
、
「
透

俵
橋
青
年
部
の
梢
徴
拡
大
委
（
福
嶋
信

陣
委
員
）
で
は
、
八
月
二
十
八
几
俵
橋

生
活
館
で
「
乳
画
改
葬
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
当
農
協
・
酪
農
課
・
憂
渕
豊
氏
を

迎
え
て
、
勉
強
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

今
回
、
勉
強
会
を
行
っ
た
背
箪
に
は
、

青
年
部
の
梢
挫
拡
大
委
員
会
の
活
動
の
中

で
、
当
農
協
の
巾
で
は
、
俵
橋
地
区
の
乳

質
が
悪
い
と
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
「
こ
の

ま
ま
で
良
い
わ
け
が
な
ど
と
急
き
ょ
行

う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

普
段
憧
れ
親
し
ん
で
い
る
搾
乳
手
順
で

も
、
作
業
の
兄
祇
し
が
必
要
な
こ
と
も
あ

る
こ
と
。
器
機
の
箸
理
、
乳
残
・
乳
価
（
体

細
胞
数
．
生
繭
数
）
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
活

で
は
、
大
き
く
う
な
ず
く
部
員
や
苦
笑
が

こ
ぼ
れ
た
り
Ｉ
と
仰
確
認
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
中
で
も
Ｓ
Ａ
〈
典
色
ブ
ド
ウ

球
菌
）
、
牛
群
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ミ
ル
ち

が
行
わ
れ
、
今
年
の

青
年
部

霞
ぴ
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
豆

対
す
る
勉
強
会
を
開
き
ま
し
た

今
月
号
、
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
各
地
区
の
盆
踊
り
に
絡
む
青
年
部
の
活
動
な
ど
を
褐

び
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
」
。
各
地
区
で
青
年
部
が
主
催
す
る
勉
強
会

青
年
部
年
間
重
点
活
動
の
「
核
」
で
あ
る
、
「
乳
質
向
上
」
に
対
す
る

る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

客支
部
で
も
乳
質
に

～ 

｢乳質,下位地区の汚名返上を(俵橋支部）

一一一位
、
話
題
と
質
問
が
尽
き
ず
、
参
加
者
は

熱
心
に
情
報
を
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
几
月
四
日
に
は
Ｌ
武
佐
会
館

で
行
年
部
武
佐
支
部
（
川
し
秀
明
支
部
長
）

の
例
会
後
に
研
修
が
行
わ
れ
、
酪
農
家
以

外
の
部
員
も
残
り
、
み
な
真
剣
に
乳
質
改

鮮
の
話
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

や
ん
の
話
は
、
全
員
が
興
味
深
く
聞
き
、

多
く
の
質
問
が
出
た
り
と
、
今
回
の
勉
強

会
で
新
発
見
や
再
確
認
が
で
き
た
様
子
で
、

乳
磁
に
対
す
る
考
え
方
が
、
｜
歩
す
す
ん

だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

（
記
・
山
本
大
）

八
Ｎ
一
十
几
日
に
は
、
開
陽
支
部
（
櫻

井
寿
拾
支
部
長
）
で
も
乳
質
改
善
や
繁
殖

管
理
、
そ
の
他
非
常
に
役
に
立
つ
情
報
に

つ
い
て
の
研
修
会
が
行
わ
れ
、
部
只
八
人

が
参
加
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
表
と

図
と
絵
を
効
果
的
に
活
用
し
た
冗
談
を
交

え
た
研
修
に
、
午
後
八
時
か
ら
開
始
し
、

あ
と
十
五
分
で
次
の
日
に
な
っ
て
し
ま
う

蛤一一

こ
ん
な
コ
ッ
プ
で
お
客
さ
ん
に
ミ
ル
ク
を
お
出
し
し
た
い

〆＝ｇｈ

＝ 
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開陽支部員も乳質向上を誓った
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管
内
ゲ
ー

管
内
農
協
の
熟
年
会
員
達
が
日
頃
の
成
果
を
競
い
合
う
、
第
十
一
回
根
室
管
内
農
協
交

流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
主
催
Ⅱ
管
内
農
協
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
実
行
委
員
会
・
委

員
長
安
江
八
五
郎
）
が
八
月
一
一
十
一
一
日
闘
、
別
海
町
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
Ⅱ
は
、
久
し
ぶ
り
の
見
事
な
快
晴
で

風
も
凪
だ
っ
た
た
め
、
体
を
動
か
さ
な
く

て
も
汗
ば
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
の
好
犬
気
の

●
熟
年
会
農
協
交
流 ト
ポ
ー
ル
連
覇
な
ら
ず

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会げ
、
団
体
優
勝
は
、
プ
レ
ー
オ
フ
の
木
に

「
Ｊ
Ａ
西
春
別
」
が
勝
ち
取
り
、
チ
ー
ム

優
勝
は
Ｊ
Ａ
計
根
別
か
ら
出
場
の
「
人
成

チ
ー
ム
」
が
勝
利
を
飾
り
ま
し
た
。

当
農
協
か
ら
は
、
五
チ
ー
ム
参
加
し
ま

し
た
が
、
勝
利
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
せ
い

か
、
Ⅱ
國
の
練
習
の
成
果
が
実
ら
ず
岡
体
の

部
で
の
二
連
淵
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

〈
記
・
渡
部
弘
道
）

巾
、
午
前
八
時
三
１
分
か
ら
開
会
式
が
行

わ
れ
、
昨
年
、
我
が
中
標
津
農
協
熟
年
会

の
選
手
た
ち
の
奮
闘
で
掴
ん
だ
優
勝
旗
を

返
還
し
、
ま
た
皆
で
持
ち
帰
る
つ
も
り
で

試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
艀
内
八
つ
の
農
協
か
ら
二

十
七
チ
ー
ム
が
参
戦
し
、
熱
城
を
繰
り
広

Ｆ誌

酪
農
実
習
生
バ
ス
旅
行
が
八
几
．
十
三

Ⅱ
伽
に
お
こ
な
わ
れ
、
短
期
・
長
期
の
酪
農

実
習
生
総
勢
十
八
人
が
、
パ
ス
に
て
中
標

津
周
辺
の
観
光
に
出
か
け
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
い
つ
も
な

ら
Ⅱ
本
大
学
の
生
徒
も
一
緒
に
な
っ
て
火

鱸霞
囮

酪
農

ゆ
っ

町
Ｆ
●
〃↓ け

軍曹 劃率国立公匝

識
騨夢 ；

驫
一
』ｒ、

実
習
生
肥
人

た
り
と
一
日
バ
ス
の
旅

一｛
三

三一

Ｉ農Fii1iif▼ 

イ’

'１ 
■－－ 

［ 

参加者全員でイエーィ

人
数
の
行
事
に
な
る
の
で
す
が
…
。

今
川
は
、
平
成
十
四
年
十
月
か
ら
金
刺

健
四
郎
牧
場
で
突
瀞
し
、
現
在
、
佐
藤
康

彦
牧
場
に
移
り
、
さ
ら
に
実
習
に
励
ん
で

い
る
小
西
哲
朗
く
ん
に
、
旅
行
記
風
に
原

稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
！
」
と
全
力
を

挙
げ
て
朝
の
仕
事
を
終
え
て
、
集
合
場
所
に

到
祷
。
バ
ス
に
乗
り
込
む
と
、
隣
の
席
に
な

っ
た
、
新
顔
の
実
習
生
と
会
話
を
楽
し
み

つ
つ
、
今
日
は
、
ゆ
っ
く
り
で
き
る
な
あ
－

と
い
う
、
「
ゆ
る
ゆ
る
」
し
た
心
地
に
て
、
心

地
よ
い
疲
労
感
に
包
ま
れ
た
の
で
し
た
。

さ
て
、
バ
ス
の
ル
ー
ト
は
、
摩
周
湖
（
霧

の
摩
周
湖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
↓

硫
黄
川
（
上
の
方
ま
で
登
れ
ま
し
た
）
↓

砂
楊
↓
屈
斜
路
湖
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
チ
バ
イ

キ
ン
グ
（
喰
っ
た
ぞ
Ｉ
）
↓
開
賜
台
と
い

っ
た
コ
ー
ス
。

当
口
は
、
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
砂
湯
で
は
砂
浜
を
掘
っ
て
遊

ん
だ
り
出
来
ま
し
た
し
、
中
標
津
周
辺
に

も
い
ろ
い
ろ
と
見
所
が
満
救
だ
な
あ
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

実
習
生
仲
間
か
ら
は
、
近
況
を
附
い
た

り
、
新
し
い
実
習
生
と
友
達
に
な
っ
た
リ

と
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
に

有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

６ 



平
成
四
年
か
ら
十
三
年
ま
で
の
１
年
間

に
起
き
た
農
作
業
事
故
を
月
別
に
み
る
と
、

Ｎ
｜
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

負
傷
事
故
は
十
月
が
三
千
五
百
几
十
八

件
二
四
訂
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
九

月
が
「
千
四
百
四
十
五
件
（
一
二
訂
）
、
八

月
が
二
千
上
百
七
１
’
一
一
件
（
一
一
訂
）
の

、
負
傷
事
故
は
秋
に

死
亡
事
故
は
春
と
秋
に
多
発

】

＜ 
L■ 

｣ 

ヒイー

七
'Ｐ■可

￣ I I 

収穫の秋です

ストップ。ザ゜農作業事故

』 グを合い言葉に

北根室地区農業改良普及センター

過
去
十
年
間
（
平
成
四
年
～
十
三
年
）

を
調
べ
た
結
果
で
は
、
、
（
傷
事
故
の
合
計

一
一
〃
五
千
七
戸
六
十
八
件
の
う
ち
、
ほ
場

が
八
千
几
白
凡
件
〈
一
八
・
《
計
）
で
雄

も
多
く
、
次
い
で
畜
舎
が
六
下
五
百
四
１

．
件
（
一
五
・
四
訂
〉
で
す
。

同
様
の
調
査
で
死
亡
蛎
故
の
合
計
は
三

打
七
十
Ⅱ
件
で
、
そ
の
う
ち
百
七
件
（
一
一
五

訂
）
が
ほ
場
で
、
次
に
五
１
五
件
（
一
一
○
・

一
訂
）
が
道
路
で
起
き
て
い
ま
す
（
図
二
）
。

根
室
管
内
｛
平
成
十
三
年
度
）
を
み
て

み
ま
す
と
、
牛
舎
内
の
蛎
故
が
八
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
牛
に
蹴
ら
れ
た
り
、
足
を

踏
ま
れ
た
り
、
ま
た
、
牛
と
牛
に
挟
ま
れ

て
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す
。

搾
乳
作
業
時
や
牛
の
移
動
時
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
牛
の
動
き
に
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。

三
、
夕
方
や
夜
間
の
走
行
に
は

反
射
板
を

順
で
す
。

死
亡
事
故
は
十
月
が
三
十
八
件
（
一
四

許
）
で
蛾
も
多
く
、
次
い
で
ｎ
月
が
三
卜

七
件
（
一
三
訂
）
、
九
月
が
三
１
五
件
（

三
訂
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
一
、
事
故
は
「
ほ
場
」
と
「
畜
舎
」
で

起
き
て
い
る

こ
れ
か
ら
は
Ⅱ
没
が
早
ま
り
ま
す
。

農
作
業
機
は
他
の
自
動
車
に
比
べ
て
速

乙司

度
が
遅
い
の
と
、
道
路
照
明
が
不
十
分
な

道
路
を
走
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
後
方
か

ら
の
発
見
が
遅
れ
、
追
突
噸
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

反
射
板
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
は
追
突
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
の
前
後
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

側
面
に
も
付
け
ま
し
ょ
う
。

反
射
板
は
農
協
の
交
材
店
舗
や
、
根
室

機
械
セ
ン
タ
ー
（
中
標
津
町
）
で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
二
千
六
口
円
程
度
で
す
。

孔 ョ、
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アイドル

庵臘八
Jｕ二倉型

爵ノ
やんちゃがすぎて、
家族が手あましするほど成長中？

」

心
地
良
い
秋
晴
れ
が
続
い
て
い

る
今
Ⅱ
の
人
気
衿
は
、
俵
橋
地
区
・

商
嶋
敦
志
さ
ん
宅
長
男
・
滉
希
く

ん
で
す
。

お
昼
寝
時
、
か
な
り
無
理
欠
理

起
こ
し
た
よ
う
で
（
ご
め
ん
ね
．
）

徐
々
に
Ⅱ
が
覚
め
行
動
開
始
～
・

鮫
近
の
滉
希
ぐ
ん
と
い
え
ば
、

マ
マ
Ｒ
く
、
つ
か
ま
り
立
ち
に
ハ

ィ
ハ
イ
と
動
き
が
俊
敏
に
な
っ
て
、

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
登
っ
て
ガ
チ
ャ

ガ
チ
ャ
と
い
た
ず
ら
し
た
り
、
ご

飯
を
食
べ
る
時
は
ず
１
つ
と
歌
っ

て
あ
げ
な
い
と
、
き
ち
ん
と
座
っ
て

い
な
い
し
、
や
ん
ち
ゃ
す
ぎ
て
家

族
巾
が
手
を
余
し
て
し
ま
う
ほ
ど

？
成
踵
中
だ
と
か
（
笑
）
。
で
も

歯
ブ
ラ
シ
を
Ⅱ
に
く
わ
え
、
ま
だ

歯
が
樅
え
て
い
な
い
お
川
の
中
を

ゴ
シ
ゴ
シ
す
る
、
お
利
口
さ
ん
な

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
り
す
る
ん
だ
っ

て
。
そ
れ
か
ら
、
車
が
大
好
き
な

滉
希
く
ん
は
、
い
つ
も
車
の
お
も

ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
て
、
今
一
番
の

お
気
に
入
り
は
本
物
の
ト
ラ
ク
タ

１
・
向
宅
の
Ｄ
型
倉
庫
に
あ
る
も

の
は
も
ち
ろ
ん
、
中
窓
か
ら
見
え

る
も
の
へ
の
反
応
は
ピ
カ
’
！

ま
た
、
工
事
現
場
で
動
く
ユ
ン
ポ
も

お
気
に
入
り
ら
し
く
、
こ
の
ｎ
も

「
ゴ
ッ
ト
ン
ゴ
ッ
ト
ン
」
と
手
首

F~、

ｒ、

を
下
げ
、
動
き
を
真
似
し
て
兄
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
滉
希
く
ん
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
マ
マ
に
尋
ね
る
と
、
「
あ

ま
り
グ
レ
る
こ
と
な
く
、
蕊
直
に

育
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
、
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
育
ち
ざ
か
り
の
滉

希
く
ん
の
ま
わ
り
は
、
マ
マ
は
も

ち
ろ
ん
、
遊
び
相
手
に
な
っ
て
く

１ 

ひび石戸

''''1J 
、

r穴

。

れ
る
パ
パ
や
、
滉
希
ぐ
ん
と
お
風

月
に
入
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
と
っ
て
も
良

く
耐
倒
を
凡
て
く
れ
る
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
い
た
り
で
幸
せ
そ
の
も
の
。

況
希
く
ん
！
そ
ん
な
高
嶋
家

の
期
待
を
背
負
っ
て
ま
す
ま
す
大

き
く
な
～
れ
！

Ｉ 

》

Ｉ 
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高嶋滉希《ん
たかしま二うき
2002年10月９日生

」曹檸蕊驚さん夫妻の憂男Ｌ 
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ＪＡ中標津15年度

'1鬘期選定種雄牛が決まりました
それぞれの改良目標に向かって.′家畜改良課より

■￣■￣■巴■￣〒●◆●Ｏ●●｡■●■●●■□■｡■●■。●●●●●●■－■母■■■■■－■■■■■■■■■▲■■■■▲▲ニーーーーーニ

ｒ
成
十
五
年
度
後
期
種
雄
牛
の
成
縦
が
公
表
さ
れ

家
畜
改
良
課
、
乳
牛
改
良
同
志
会
で
選
定
会
議
を
開

催
し
別
表
の
遮
り
決
ま
り
ま
し
た
。
今
川
、
１
四
種

類
で
種
雄
牛
の
父
は
十
二
種
類
と
高
能
力
タ
イ
プ
、

高
体
唖
シ
ョ
ー
タ
イ
プ
、
レ
ッ
ド
牛
な
ど
、
ま
た
、

価
格
も
千
円
～
川
千
円
と
幅
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

妥
望
に
応
え
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
種
雄
牛
の

父
別
に
見
て
み
ま
す
と
パ
ト
ロ
ン
が
三
種
類
、
ル
ド

ル
フ
ニ
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｐ

〈
総
合
指
数
）
の
軍
み
付
け
が
変
更
さ
れ
決
定
得
点

が
削
ら
れ
、
よ
り
い
っ
そ
う
能
力
唖
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
プ
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）
も
発
表
さ

れ
、
世
界
の
中
の
Ⅱ
本
の
種
雄
牛
の
評
価
も
で
ま
し

た
。
Ｎ
Ｔ
Ｐ
、
イ
ン
タ
ー
ブ
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）
は
家
畜

改
良
課
の
情
報
箱
に
乗
っ
て
い
ま
す
の
で
参
照
願
い

ま
す
。
そ
の
他
、
使
用
し
た
い
精
液
が
あ
れ
ば
各
担

当
な
ど
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
早
急
に
用
意
致
し

ま
す
（
多
少
時
間
の
必
要
と
す
る
物
も
あ
り
ま
す
）
。

ト
ー
付
よ
り
後
代
検
定
川
精
液
の
使
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
乳
検
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
後
代
検
定
の
雌
牛
の
保
留

に
つ
き
ま
し
て
も
、
あ
わ
せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

黒
毛
和
種
（
Ｆ
１
用
）
は
Ｊ
Ｂ
３
（
福
富
）
、
ｎ
Ｋ

蛆
（
安
福
６
の
３
）
、
Ｈ
Ｋ
皿
（
北
金
波
１
）
の
一
一
稀

類
が
農
協
選
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

黒
毛
和
種
用
と
し
て
平
茂
勝
、
北
国
７
１
８
、
桶

栄
も
本
数
に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
授
精
用
、
採
卵
用

と
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

美
津
福
に
つ
き
ま
し
て
は
供
給
が
厳
し
く
、
採
卵

用
と
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Pニマ
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JＡ中標津平成15年度後期選定種雄牛

略号 名 号 父ｌ価格 コメント

TPI第36位母サウスウインドケイで能力とH製の
バランスが良い、能力は全米トソブクラス

11114662 ライスクレストマーシヤルＥＴ Ｅマンデル’4,000 。

ﾒｨｿﾝI000醗蕊鱒…'勤朧但し`搬鑪鰯《､鍵ｃ
Bﾏｼﾞｯｸ3.000鱗bIii成分でｻｲｽﾞは中型分搬錫度88と未○

72Ｈｌ７５Ｒ コムスターエルヒーローズＥＴ 1.000 

29119138ローｽﾞﾊﾞｰﾑﾀﾌｰＥＴ
Ｆ由

NTP燈l蝉３(仏肢蹴孔鴛の改良抜１Mｋまた、Ｆ
Ｐともに高成分

3Ｈ５１６８Ｃ ラタッチサムソンＥＴ ｷヤタリスト3.000 ｡ 

NTP全国輔21位､エムヒラリーの娘にルドルフ、
瞳1改良のスペシャリスト
NTP鋼第７位､肢離乳魁決定得点など体Ii1改
良抜群

NTP全国輔６位、しっかりとした乳房付汁、裳た偶
成分

31151532 ヘンカシーンホーネットＥＴ ルドルフ 3,00（ ○ 

B115171R ユングコーキーシパーＥＴ ｺーキー MOC ｡ 

51151169 RCAアトロンＥＴ パトロン 3,00（ ◎ 

3,0001澱需繍ki1ikiM-ｷｬﾗｸﾀｰ'二嵐み綴’。41151368 ハⅢソビークロスペイトリアークＥＴ パトロン

NTP全{r'第16位､安定した能力と好『勝、また、イｉ
ｉ課jifHlとして#’０Ｋ

3115]325 ホナミエムビービーポーラーマンＥＴ パトロン 2ＤＯＣ ○ 

NTP令国鯛6位「ﾃｾﾞﾆｾｽテリア」ファミリーで体
型､乳器の改良抜群｡ショウタイブとして期iif

31151402 ﾚｰｶﾞﾝクレストＪＢラモンＥＴ ルドルフ 2.000 

NTP全国第38位､好|補!、孵鵬で締Uit、また、
未繊i;用として60Ｋ

NTP余lfl鯛6位、ロ木では初めてのウインチェスター
の翻撒ﾕ、肢蹄の改良と高乳+it

311513071ハノーバーヒルタイタンＥＴ メカ《パック 2,000 囮

3H517121ポリーコウウインチニストビユレソトＥＴｳｲﾝﾁｴスター’1.000 国

レッドブル(赤牛〕

ｲﾝﾊ→サーlaOOO衛辮舷蹄と孔成分の改良に優れるﾚﾂﾄﾞﾌﾞﾙlH60751キングスランソンルテノイレッドＥＴ

受胎率が良く、,薊乳成分で|将L性が良いレッドプル
（赤牛）

lH4880 ミスターレインポウレッドＥＴ ﾓーメンタム１３．０００

◎は緊急甑業(15年10月以降)で4,000円対象牛、○は2,000円対象牛
9,10月は前､後期が重複します.例､上記3H51402は10月末までは2,000円対象ですが11月より対象とはなりませんｃ

1９ 

略号 名号 父 価格 コメント

11114662 ライスクレストﾏｰｼﾔﾙＥＴ Ｅマンデル `1,000 TPI第36位母サウスウインドケイで能ｿJとH製の
バランスが良い、能力は全米トップクラス

｡ 

72Hl758 コムスターエルヒーローズＥＴ ノイソン ,()0０ iﾌﾟ(鬼1鞘等１１型のＣｌ(良l鉱脈但し､分鰯蛎闘〈、＃罐
には特に注意

○ 

119138 ローズバームタフーＥＴ Ｂマジック 000 瞬膳､,ii成分でサイズは中型､分灘錫度６８と未
愚j藍６０Ｋ

○ 

31{51680 ラタツチサムソンＥＴ キヤタリスト Ⅱ０ NTP全､'第３位、1Mi鍬孔鴛の改良抜雛また、Ｆ（
Ｐともに,､i成分

｡ 

31151532 ヘンカシーンホーネツトＥＴ ルドルフ 000 NTP全国輔21位､エムヒラリーーの娘にルドルフ、
Ｉ種1政｣jlのスペシャリスト

○ 

31151728 ユングコーキーシ'←ＥＴ ｺーキー Ⅱ０ NTP全図第７位､肢離乳魁､決定得点など体Ii1政
jji抜群 ｡ 

51151169 RCAアトロンＥＴ パトロン 000 zvll'全因91)０匹、しっかりとした孔勝１丁？｢、莨左尚
成分 ｡ 

41151368 ﾊ,ｿﾋﾟｰｰｸﾛｽﾍﾟｲﾄlノアークＥＴ パ}、 000 NTP全国輔5位、デーリーキャラクターにliiiみ､膿
から尻にかけては理itHli，

｡ 

3115:325 ホナミエムビービーポーラーマンＥＴ パト 000 NTP全'1癖16位、安定した能力と好\し器、また、未
離ii2用としてもOＫ

○ 

31151402 ﾚｰｶﾞﾝクレストＪＢラモンＥＴ ルド 000 NTP分|ｴI卵'16位’デニセステ'リア」ファミリーで体
型､\し器の改LL抜群｡ショウタイブとして期iｆ

31151307 ハノーバーヒルタイタンＥＴ 〆がくツク 000 NTP全|Ｚ'第38位、好Ｉ補!、好孔器でi濡しjTt、また、
未維iif用として601（ ○ 

jH51712 ボリーーコウウインチニストビユレットＥＴ ウインチｴｽﾀｰｰ 1,000 NTP全lfl調6位、ロ本では初めてのウインチエスター
の翻鰹急、肢蹄の改良と高乳1,ｔ

○ 

lH6075 キングスランソンルテノイレッFＥＴ インハーーンサ･－ 3,000 安薩型で肢蹄と孔成分の改良に優れるレッドブル
(赤｣|為）

1114880 ミスターレインポウレッドＥＴ ﾓーメンタム 〕,000
党}Ｈ１率が凡〈、I翻し成分で{幹し住が良いレッドプル
(赤flリ



【パーソナルデータ】
昭和55年５月３日生まれ､23歳。

おひつじ座、Ｂ型。
家族構成は、
父(悟さん)､母(美恵子さん)、
の次男｡祖父(佐太郎さん)。
兄､妹は共に札幌。

武佐地底

小沼孝ざん
趣
味
の
『
肇
」
も
、
自
分
で

パ
ー
ツ
を
組
ん
だ
り
内
装
を

変
え
て
し
ま
う
程

！⑫ 
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し，

熱

今
月
号
で
紹
介
す
る
小
沼
孝
（
お
い
ま

た
か
し
）
さ
ん
は
、
す
ご
く
い
い
笑
顔
の

ナ
イ
ス
ガ
イ
。
中
標
津
高
校
商
業
科
を
卒

業
し
、
㈲
小
柄
牧
場
（
武
佐
）
で
働
く
よ

う
に
な
り
爪
年
月
に
な
り
ま
す
。
商
校
時

代
を
振
り
返
っ
て
も
ら
う
と
『
タ
バ
コ
も

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
吸
う
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
位
、
マ
ジ
メ
な
生
徒
で
し
た
（
本

人
談
）
と
い
う
よ
う
に
誠
実
な
孝
さ
ん
。

取
材
当
Ⅱ
も
祖
父
を
病
院
に
巡
れ
て
行
っ

て
あ
げ
る
な
ど
、
や
さ
し
い
好
青
年
で
す
。

仕
事
は
、
育
成
牛
と
育
成
牛
舎
全
般
の

管
理
。
今
春
完
成
し
た
育
成
牛
舎
の
ベ
ッ

ド
数
は
、
百
八
十
超
も
あ
り
、
今
は
ま
だ

数
卜
頭
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
、
「
だ
ん
だ
ん
責
任
重
大

に
な
っ
て
き
た
」
と
、
ひ
し
ひ
し
感
じ
て

い
る
よ
う
で
す
。

農
協
青
年
部
の
活
動
は
、
昨
年
か
ら
武

佐
支
部
員
と
し
て
、
今
年
は
本
部
に
も
加

入
し
、
「
ま
だ
よ
く
解
か
り
ま
せ
ん
が
…
」

と
し
な
が
ら
も
、
消
費
拡
大
委
員
と
し
て

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

趣
味
は
、
脇
ｕ
｜
番
「
く
る
ま
」
と
自

慢
の
Ａ
Ｅ
１
０
１
ト
ョ
タ
レ
ビ
ン
を
披
露

鞭￥〉十斗☆☆☆鴬半半幕

｢託

担う
汁汁☆☆散韻￥

し
て
く
れ
ま
し
た
。
車
の
エ
ア
ロ
や
シ
ョ

ッ
ク
、
電
装
関
係
パ
ー
ツ
を
自
分
で
組
む

こ
と
や
、
写
真
で
確
認
で
き
る
か
ど
う
か

解
か
り
ま
せ
ん
が
、
内
装
の
ヒ
ョ
ウ
柄
グ

ッ
ズ
な
ど
も
チ
ョ
チ
ョ
イ
と
裁
縫
と
か
で

作
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
と
て
も
器
用
な

と
こ
ろ
も
…
。
も
し
か
し
て
、
料
理
は
？

と
聞
く
と
、
少
し
や
り
ま
す
と
の
こ
と
。

学
校
の
調
理
実
習
で
作
っ
た
「
オ
ム
ラ
イ

ス
」
で
、
オ
ム
ラ
イ
ス
の
道
に
Ｒ
覚
め
、

食
べ
た
く
な
っ
た
ら
自
分
で
作
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
も
ミ
ス
チ
ル
な
ら
…
と
。

闇
牧
場
は
、
小
沼
僻
、
勝
、
情
、
の
三

戸
の
兄
弟
農
家
が
平
成
几
年
に
、
有
限
会

社
と
し
て
、
集
約
と
拡
大
に
よ
り
大
転
換

を
凶
り
ま
し
た
。
作
業
は
こ
れ
ま
で
、
そ

の
三
戸
の
経
営
主
と
大
人
た
ち
合
計
六
人

と
孝
さ
ん
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
小
沼

一
族
の
自
分
よ
り
年
下
の
子
た
ち
も
、
今

春
以
降
「
酪
農
の
道
」
に
入
っ
て
く
る
事
に

な
り
、
若
い
肚
代
と
し
て
は
年
長
と
な
る

衆
さ
ん
も
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
こ
と
が

あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
フ
ァ
イ
ト
。

㈲
a 

小沼
ＵＫＯＮＵＭ 

可一『霞１釦ｉ“鰯

１０ 
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なかもとのぶゆざ

中zﾎﾆ信宰
まつもとまさし

松本昌志
’ 

町，

わが牧場は昨年、フリーストール'卜舎の建設とアブ

レストパーラーへの改築を行い、今後の規模拡大へ向

けた第一歩を踏み出しました。思い起こせば１年Iiijは

フリーストールの「フ」の下も頭のｉＩｉになかった自分

でしたが、将来的なことを考え、このような飼養体系

にしました。

今までは思いもよらなかった問題が起こったり、ま

た、それの対策を取ったりと広々ベッドで反秘してい

る'卜がたまに羨ましくなります。乳質に関して言えば

日勤離脱のミルカーにし、作業効率的にも、また乳質

的にも良い〃向へ向かっております。今までＦ１分でユ

ニットを外していましたが、｜:1動離脱に変えても\し質

には影騨なく、人間の感覚は迦川しないことを；,ii感し

ました。

乳畷炎対策としては、細爾検究や乳検のデータを１，１

大限活ｊ１１し、」1牧場の|M1題の１つであるｒＳＡ牛｣の撲

滅に向けて、これからも奴})組んで､､きたいと思いま

す”

第三俣落地区の松木菖志です｡僕は現在､搾乳と育成や

親'卜にサイレージを給与する化}下を_Eにしています。

昨年６Ｈにﾄﾞ1動離脱装Ft付きのパイプラインにし、

作業が効率よくｌｌｌ来るようになりました。飼養艀理は

ロールカッターを導入することによって牛の食い残し

が減少し、サイレージの無駄がなくなり牛体も良くな

ってきています。

'唇１

平成14年度
現状

平成15年度
目標

化爾数

体細胞数

Ｆ％ 

ＳＮＦ％ 

Ｐ％ 

令間形

0.2 

２４．７ 

3.97％ 

8.74％ 

3.23％ 

12.71％ 

０.］ 

１２．０ 

ａ90％ 

8.70％ 

現状維持

現状維持

|最重点目標や

平成14年度
現状

平成15年度
目標 今後の目標は、体細胞が安定した数値にならないの

で、乳房炎の早期発見、早期治療に心がけて体細胞を

減らし、少しでも良質でおいしい牛乳を作ることを心

がけて頑張っていきたいと思います、

生ｉｌＩｉ激 O」 現状維持

1最重点目標や１体細胞数２４．４ 118 

F％4.08％現状維持
気

8.75％現状維持

P％’3.26％｜現状維持

全固形’12.83％ｌ現状維持

「１番｣といった熱を入れているものはありません。
なぜなら、酪農というものはトータルで良くなければ

良い結果が出ないと思うからです。これからも地域の
先輩や同年代の仲間、関係機関の方々から、いろいろ

なものを吸収して、安定した乳質、そして経営に繋げ
ていきたいと思います、

幹
影
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アイドル
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健康に育って、
みんなに好かれる子になって欲しい

周
辺
の
木
々
も
赤
や
茂
色
に
仇

づ
き
始
め
た
今
月
の
人
気
者
は
、

俵
橋
地
区
・
山
ｒ
真
二
さ
ん
の
長

女
・
紗
李
ち
ゃ
ん
で
す
。

前
刊
の
雷
胴
・
題
が
嘘
の
よ
う

に
早
朝
か
ら
大
き
な
虹
が
で
て
、

秋
晴
れ
と
な
っ
た
取
材
当
Ⅲ
、
紗

李
ち
ゃ
ん
は
少
し
警
戒
ぎ
み
に
出

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

先
月
二
１
日
頃
か
ら
一
人
で
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
た
紗
季
ち
ゃ
ん

は
、
お
も
ち
ゃ
は
も
ち
ろ
ん
、
岐

近
は
も
っ
ぱ
ら
青
に
反
応
し
、
皆

の
出
る
絵
本
を
鳴
ら
し
て
遊
ん
だ

り
、
本
や
雑
誌
の
ペ
ー
ジ
を
め
く

る
こ
と
が
好
き
で
、
ぺ
ラ
ペ
ラ
と
め

く
っ
て
遊
ん
で
い
る
ん
だ
っ
て
。

そ
れ
か
ら
、
パ
ン
を
器
用
に
小
さ

く
小
さ
く
ち
ぎ
っ
て
食
べ
た
り
と
、

マ
マ
の
文
恵
さ
ん
曰
く
指
先
の
細

か
い
動
き
は
抜
群
だ
と
か
。

途
中
、
ミ
ル
ク
で
乾
い
た
喉
を

潤
す
と
、
す
っ
か
り
上
機
嫌
に
な

っ
た
紗
季
ち
ゃ
ん
。
諜
段
は
人
兄

知
り
も
す
る
し
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
泣

き
べ
そ
さ
ん
な
－
面
も
あ
っ
た
り

す
る
け
れ
ど
、
ミ
ル
ク
を
飲
ん
だ
そ

の
顔
は
超
笑
顔
！
全
て
が
と
っ

て
も
女
の
子
ら
し
い
仕
縦
で
し
た
。

さ
て
、
予
定
よ
り
二
ケ
Ⅱ
６
Ｖ

く
生
ま
れ
た
紗
李
ち
ゃ
ん
は
、
体

（
》

垂
下
八
肩
号
と
超
未
熟
児
で
拒
ま

れ
、
家
族
巾
が
心
配
し
た
そ
う
で

す
が
、
順
調
に
成
長
し
て
、
同
じ

一
歳
兄
に
比
べ
る
と
ち
ょ
っ
と
身

体
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
人
き
な
病

気
も
せ
ず
に
い
た
っ
て
元
気
！

そ
ん
な
紗
季
ち
ゃ
ん
に
望
む
こ

と
は
？
と
、
パ
パ
・
マ
マ
に
鍬

ね
る
と
、
パ
パ
は
「
健
康
に
育
っ

て
く
れ
れ
ま
…
」
と
、
そ
し
て
マ

Ｉ 

》「』←１Ｊ

３
１
 

《！『
か

一彌

ｒ 
〆

マ
は
「
少
年
Ｎ
悪
犯
罪
が
続
く
巾
、

い
い
子
じ
ゃ
な
く
て
い
い
か
ら
辨

通
の
子
に
、
み
ん
な
に
好
か
れ
る

子
に
育
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
、
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

家
族
に
兄
守
ら
れ
て
、
こ
れ
か

ら
ま
だ
ま
だ
成
長
を
続
け
る
紗
季

ち
ゃ
ん
！
元
気
で
索
吹
に
…
火

き
く
な
～
れ
！

ｎ.DV 

kH2 

ポ

山下紗季ちゃん
やましたさき

2002年８月１４日生
山下真二・文恵さん夫妻の長女
として生まれるＮ，覆（と，

ノ'、
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清原孝志 上村満彦

僕の牧場は施設の立地条i''二が悪く、－時は移1賑も蓉
慮に入れたフリーストール化も模索しましたが、その

ためには英人寂盗金も必奨となるなめ、利川できると

ころをできるだけ利Ｊ１]しながら改善する方法を選択。
：,『年部の活動で忙しく、家を空けることが多かった

時期でもありましたので、家族にかかる負担を経減す
る一方で、給餌のllAl別符哩ができることから、現在、

使用しているスタンチョン方式の牛介に平成12年6)］
から｢1動給餌システムを導入。平成14年ｌ１ｊＪに自動雛
ＩｌｉＬ装置付きのパイプラインとパルククーラーに入れ替
え現在に龍ります。

青年部俣落支部の上村満彦です。、衛隊を退役し、

農業大学に寄り道して家に戻ってから早くも９年経ち
ます。家の仕蛎や青年ヘルパーの仕事（今では出てい
ませんが）などこなしてきましたが、まだまだ酪農は
勉強しなければならない事が多いです。
計画していた施設の増築の工事が最近ようやく始ま

りましたが(8)j29Ll現在)､今年は雨のロが多いので年
内に充成できるか少し心配です。完成すれば、今まで
の連動スタンチョン簡易型アブレストから通り抜けで

きる本格的なものになるので搾乳時間が短縮でき、ま
た牛を外に出すことなく搾乳する事ができるので、悪
天候による牛へのストレス軽減力望めそうです。

Ｅ可

平成14年度
現状

平成15年度
目標

平成14年度
現状

平成15年度
目標0.2 /に間数 0１ 

1最重点目標今｜体細胞数２０．４ 生薗数

体細胞数

Ｆ％ 

ＳＮＦ％ 

Ｐ％ 

全固形

０．６ 

３３．５ 

4.121℃ 

8.72％ 

3.26％ 

12.83％ 

0.1 

15.0 

現状維持

8.80％ 

現状維持

１２９０９６ 

16.10 

|最重点目標秒Ｆ％4.08％４．００％ 

ＳＮＦ％8.82％8.80％ 

P％13.30％３２５％ 

俺固形１１２９１【〕nl2-80qti

現在、僕が１番力を入れている事は先にも述べた様

に自動給餌システムを導入していることから、経産牛

をつなぎっぱなしの状態が続くため、牛床管理に気を

付けています。１日２回、敷きわらを替えることと、

消石灰を撒いて消毒効果などを期待しています。
自動給餌システムの利点を最大限に生かすためには、

１頭１頭のステージにあった細かな飼料設計で、１日
８回の給餌をし、牛群の健康に気を付けています。僕
たち酪農家は、食料を生産している訳ですから、これ

からも消費者のみなさんが安心して乳製品を食卓に並
べていただけるよう、｢やぱいと思った牛乳はすぐに廃

棄する｣をモットーに､安全で美味しい牛乳を生産して
いきたいと思います｡最後に.世間一般の酪農家さんへ
体細胞数を計算しながら出荷するのは止めようぜ！

今後、経営で特に力を入れていきたい事は（という
か力を入れなければならない事がありすぎるくらいあ

るのですが)､繁殖管理を頑張っていきたいと思ってい
ます。昨年同期と比較し、牛の頭数が減少しているの
で増やしていきたいですし、牛はたくさん飼っても困
る事はないからです。今までは、母に繁殖管理を頼っ
ていたので母が発情予定牛や乾乳予定牛などを見落と

すと、自分達はもうお手上げ状態でした。先日、ＪＡ
で行われた牛群管理プログラムの勉強会に参加し、こ
のソフトの有用性を確認しました。カレンダー形式で
どの牛がいつ発情、分娩、乾乳予定か一目で把握でき
るので管理し易く、自分でもうまく繁殖管理できるの
ではと思ってしまうほどです。このソフトのデータと

自分の目で見た牛の現状を摺り合わせて、しっかりと
繁殖管理をし、確実に牛を増やして経営を上向きにし
ていけるように頑張っていきたいと思います．
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高橋組合長が道ｺﾝﾄﾗ協議会で

酪農支援ｼｽﾃﾑを講演
８月7,8の両日、当町を会場に北海道コントラクタ

－連絡協議会の視察研修会が開かれ、道内各地から
ｒｒ 
－－ コントラクター関係者や行政･農協関係者ら約180人

が当農協の取り組みなどを視察していきました。

１ 

伽
と
行
い
、
当
農
協
、
農
業
改
良
普
及
セ

散
布
作
業
」
を
酪
農
家
と
受
委
託
す
る
こ

核
に
「
ふ
ん
尿
散
布
作
業
」
と
「
除
草
剤

援
シ
ス
テ
ム
と
は
、
Ｊ
Ａ
な
か
し
く
つ
を

よ
る
適
正
な
施
肥
設
計
を
提
供
し
て
い
く

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

策
と
、
当
農
協
が
努
め
て
き
た
酪
農
支
援
策

同
組
合
の
取
組
」
と
題
し
て
高
橋
組
合
長

援
シ
ス
テ
ム
の
概
況
と
中
標
津
町
農
業
脇

七
ｕ
は
、
根
釧
農
業
試
験
場
を
会
場
に
、

各
メ
ー
カ
ー
が
種
子
の
追
播
機
を
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。
翌
八
Ｈ
は
「
地
域
支

と
連
擁
し
て
、
植
生
診
断
や
上
壌
診
断
に

取
な
ど
に
よ
る
、
剛
場
台
帳
の
整
理
・
終

と
に
よ
り
、
今
後
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
の
採

が
講
演
。
当
町
酪
農
業
が
伸
び
て
き
た
背

ン
タ
ー
・
根
釧
農
業
試
験
場
な
ど
の
機
関

に
つ
い
て
紹
介
し
、
百
八
十
名
余
り
の
参

に
つ
い
て
、
ま
た
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み

酪
農
支
援
シ
ス
テ
ム
構
想

こ
の
講
演
で
紹
介
し
た
今
後
の
酪
農
支

'=、

Ｉ 
、■凸面￣

も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
力
の
向
上
や
良

質
な
粗
飼
料
の
確
保
、
粗
飼
料
自
給
率
な

ど
が
向
ｆ
し
、
ひ
い
て
は
総
合
的
に
組
合

員
の
所
得
向
上
を
目
指
し
て
行
く
。

こ
の
榊
想
の
巾
で
除
軍
剤
散
布
作
業
に

つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
開
始
し
て
お
り
、

総
会
承
認
済
み
の
「
家
帯
ふ
ん
尿
散
布
機

械
導
入
」
に
つ
い
て
は
、
先
日
八
月
几
Ⅱ

に
指
名
競
争
入
札
を
行
い
ま
し
た
。
機
械
の

導
入
は
今
月
中
旬
と
見
て
お
り
、
卜
六
日

頃
か
ら
稼
働
可
能
と
な
る
予
定
。
利
用
料

金
体
系
に
つ
い
て
は
、
別
表
に
記
し
ま
す
。

ま
た
、
効
率
的
な
ふ
ん
服
散
布
作
業
を

行
う
た
め
に
、
ス
ラ
リ
ー
の
積
込
、
撹
排

用
機
械
（
ポ
ン
プ
）
に
つ
い
て
農
協
有
リ
ー

ス
を
行
い
ま
す
。

事
業
に
て
彼
込
、
撹
枠
用
機
械
が
導
入

さ
れ
な
か
っ
た
方
、
自
己
対
応
で
ス
ラ
リ

ー
ス
ト
ア
や
ラ
グ
ー
ン
に
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
方
な
ど
を
対
象
と
い

た
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込

み
下
さ
い
。

リ
ー
ス
期
間
七
年
間
、
一
年
当
た
り
リ

ー
ス
料
金
二
十
六
万
七
千
円
。

プ
ー
ル
社
製
三
点
ピ
ッ
チ
式
Ⅲ
ブ
イ
１

ト
ス
ー
パ
ー
ポ
ン
プ
（
協
同
リ
ー
ス
）
。

厄一

作業機械ｌ単価 側 考区分１作業内容 規 格

25,000円/ｈｒｌ導入1セツトスラリートラクター２台|タンカー２台魑|式スラリータンｶー 1８．２，３ 

糞尿散布
(本業導入）

積込槻賊125,000円／ｈｒｌ導入1セツトスラリー･Ｉ鰹本樹２台自走式ﾏニュアスプレッダー 1０５１ 

麹l式ﾏﾆｭｱｽﾌﾟﾚﾂﾀﾞｰ117.2tlﾄﾗｸﾀｰ2台|スカペン2台l積込繩125,0001円/ｈｒｌ導入2セツトスラリー･推肥

I5nOOOln/ｈｒｌ２セット尿溜･固液分離ﾗｸﾞｰﾝ尿散布l掴I式ﾊﾞｷｭｰﾑｶｰll4000Llﾄﾗｸﾀｰ1台ﾊﾞｷﾕｰﾑ1台

8,0001円／h［zlq:11台MEliE切返し(バックホー】 0.7,3ｸﾗｽ 

8,0001円／h【稚肥切返し(タイやショベル】 本欄１台2.0,3ｸﾗｽ 

澗込機械ｌ３１５００１ＦＩ/台１５１m以内3,000偶11tダンプ樵願孤楜

堆肥 4.0001円／厄運搬時タイヤショベル務iii料

89000｜円/11【蔚込用協1Mt(バヅクホー）107,3ｸﾗｽ1本機1台

89000円／h『蔵込用樹械(タイヤショベル)12.0,3ｸﾗｽ1本機1台

15,OＯＯｌｌＷｐ 重職回送費(バックホー）１２０tﾄﾚｰﾗｰ

●消費税別途徴収。●燃料農家負担.

1２ 

４ 

Ｍ…。亟占#､､儲。Ａ

クか即夕ら人腸銚輌奄》趣膀》｜》》》》｜日噸彌樒輌澪勿魎明連ン当７絡ト農β協う協一コが一【仲部，いい－－｜鍵

援システムの概況と中標津町農業協同組合の取組」と題して高橋組合長が講演。当町酪農業が伸びてきた背漿と、当農協が努めてきた酪農支援策について、また課題と今後の取り組みについて紹介し、百八十名余りの参加者は熱心に耳を傾けておりました。酪農支援システム構想この講演で紹介した今後の酪農支援システムとは、ＪＡなかしくつを核に「ふん尿散布作業」と「除草剤散布作業」を酪農家と受委託することにより、今後、土壌サンプルの採取などによる、関場台帳の整理・終備と行い、当農協、農業改良普及センター・根釧農業試験場などの機関と連擁して、植生診断や上壌診断による適正な施肥設計を提供していく

区分 作業内容 規格 作業機械 単価 Mｉ考

糞尿散布
(Jli業導入）

掴|式スラリータンｶー

自走式ﾏニュアスプレッダー

麹|式ﾏニュアスプレツダー

1８．２，３ 

10.5ｔ 

17.2ｔ 

トラクター2台

本楓2台

ﾄﾗｸﾀｰ2台

タンカー２台

スカペン２台

積込槻城

積込機械

25,000 

259000 

25,000 

円／hｒ

l'】／hｒ

円／hｒ

導入1セットスラリー

導入1セットスラリー･}蝿

導入2セットスラリー･椎肥

尿散布 掴I式ﾊﾞｷｭｰﾑｶｰ 14,00OＬ トラククー1台 ﾊﾞｷｭｰﾑ1台 15,000 円／hｒ 2セット尿溜・固液分離ラグーン

推肥

椎ＩＩＥ切返し(バックホー）

椎IIB切返し(タイやショベル）

椎田運搬

迩撒時ﾀｲﾔｼｮﾍﾟﾙ移勃料

積込用機械(バックホー）

積込１１機械(ﾀｲﾔショベル）

正職回送費(バックホー）

0.7,3ｸﾗｽ 

2.0,3ｸﾗｽ 

07,3ｸﾗｽ 

2.0,3ｸﾗｽ 

20tﾄﾚｰﾗｰ 

ｵ蝋1台

本欄1台

11tﾀﾞﾝﾌﾟ 

本機1台

zkt;11台

職込機械

81000 

8,000 

3,500 

41000 

8,000 

8侭000

15,000 

円／hｒ

円/h『

円／台

円/回

円/I1r

円／h「

円／ロ
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ぐ
ず
つ
い
た
八
月
後
半
が
明
け
て
久
し

ぶ
り
の
快
晴
だ
っ
た
た
め
、
二
悉
草
の
作

業
に
取
り
か
か
り
た
か
っ
た
と
い
う
の
が

大
半
の
部
員
達
の
心
境
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
「
集
合
時
間
の
朝
九
時
五
十
分
に
誰
も

Ｊ
Ａ
青
年
部
の
情
報
交
流
委
員
会
（
中
林
誠
司
委
員
長
）
は
、
ゆ
め
の
森
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
九
月
一
日
、
「
青
年
部
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

暇Ⅲ殉加帷聰礼鯰訪銅繍齪｜鱸熱寳会

険

鑿
■山

原■Ｉ

●
】

司
図

幸
匪
記
属TF- 炉

の

Ｐ1 

錠

讓溌

１１篝譲i霧Ｉ

競
技
説
明
の
後
、
く
じ
引
き
に
よ
り
処

る
組
を
決
め
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
散
っ
た

青
年
部
の
面
々
は
、
時
に
木
々
と
格
闘
し
、

著
さ
の
中
、
「
コ
ス
モ
ス
」
と
「
そ
よ
か
ぜ
」

の
一
ゴ
ー
ス
を
廻
り
、
笑
い
あ
り
、
悔
し
さ

あ
り
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
な
り
ま
し
た
。

個
人
優
勝
は
、
二
コ
ー
ス
を
六
十
一
打
で

辿
っ
た
小
沼
孝
さ
ん
、
今
回
、
表
紙
に
殻

場
し
た
小
淵
さ
ん
は
こ
ん
な
特
技
も
あ
っ

た
ん
で
す
ね
。
二
位
は
Ｌ
ハ
十
二
打
の
川
し

秀
明
さ
ん
。
『
二
位
は
同
じ
く
六
十
三
打
で

辿
っ
た
高
橋
春
樹
さ
ん
。
ブ
ー
ビ
１
賞
は
、

八
十
一
打
同
数
で
筒
井
辰
也
さ
ん
、
安
田

正
嗣
さ
ん
、
櫻
井
寿
端
さ
ん
で
、
じ
ゃ
ん

け
ん
に
よ
り
櫻
井
寿
輪
さ
ん
に
決
定
。
頑

張
っ
て
も
ら
う
よ
う
「
赤
ま
む
し
ド
リ
ン

ク
」
を
手
波
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
平
均
打
数
で
競
っ
た
団
体
の
部
は
、

優
勝
Ⅱ
武
体
、
一
・
位
－
開
陽
、
三
位
Ⅱ
俵

橋
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

い
な
い
の
で
は
」
と
心
配
も
し
ま
し
た
が
、

そ
の
頃
に
は
各
地
区
か
ら
集
合
し
て
く
れ

た
の
で
安
心
し
、
家
か
ら
ク
ラ
ブ
を
侍
っ

て
き
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で

驚
き
ま
し
た
。

1３ 
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易

牛
ら
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Ｃ
ｌ
●
■
 ま
ず
は
牛
乳
百
脚
を
ス
タ
ー
タ
ー
を
入

れ
て
交
代
で
蝿
拝
す
る
と
、
次
第
に
間
ま

っ
て
チ
ー
ズ
に
近
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

八
月
八
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
「
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
加
エ
体
験
」
を
中
標
津
町
畜
産

食
品
加
エ
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｐ
ｂ
△
□
■
■
△
□
Ｄ
」
□
、
宮
』
Ｐ
Ｂ
Ｇ
■
■
６
●
●
■
●
●
■
｜
■
二
句
一
■
●
宮
●
宮
９
０
０
■
●
●
△
■
□
●
●
●
０
△
■
△
■
△
■
０
０
■
●
■
□
■
０
●
□
ロ
ー
句
■
●
■
□
●
』
句
■
●
●
』
句
■
巳
■
●
●
●
●
●
●
０
５
■
□
■
■
■
△
■
ロ
ニ
ロ
●
●
』
▽
二
句
□
●
●
●
■
▽
●
■
□
’
０
ロ
ロ
■
●
■
｜
■
今
●
●
■
ロ
ロ
■
■
■
□
。
０
日
」
■
｜
■
一
日
』
■
△
ｑ
一
■
二
勺
』
■
０
日
■
８
－
■
一
■
●
■
０
８
０
－
■
８
０
８
８
８
８
●
■
８
８
二
■
●
０
０
８
●
■
８
８
０
－
８
８
８
－
■
８
８
８
８
■
■
■

百
脚
の
牛
乳
か
ら
お
い
し
い

ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
を
ノ

途
中
の
マ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
切
っ
て
水
気
を

取
る
）
作
業
は
、
セ
ン
タ
ー
側
で
行
っ
て

く
れ
る
の
で
、
参
加
部
員
は
お
長
タ
イ
ム
。

そ
の
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
（
の
び
只

識
合
）
か
ら
作
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
こ

し“
の
段
階
で
は
、
モ
ッ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
と

非
い
う
状
態
の
旧
作
を
熱
～
い
お
湯
の

鮭
中
で
、
柔
ら
か
く
し
艶
々
な
表
面
に
し
、

》
素
早
く
伸
ば
す
と
い
う
作
業
を
行
い

鈴
ま
す
が
、
な
か
な
か
均
等
な
太
さ
に

す
な
ら
ず
に
、
お
厄
い
に
「
ダ
メ
だ
し
」

し
、
納
得
す
る
ま
で
や
り
直
し
。
セ

ン
タ
ー
の
〃
Ｈ
く
、
「
ス
ト
リ
ン
グ

チ
ー
ズ
は
均
等
な
太
さ
で
、
き
れ
い

別
け
な
け
れ
ば
…
」
そ
の
「
ロ
葉
に
再
度

緊
張
し
な
が
ら
…
。
さ
て
、
伸
ば
し
た

も
の
を
塩
蔵
（
え
ん
ぞ
う
）
す
る
こ
と

二
十
分
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
ス
ト

リ
ン
グ
チ
ー
ズ
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
部
員
か
ら
は
「
子
供

や
旦
那
に
は
こ
っ
そ
り
と
、
自
分

だ
け
の
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に
し
よ

う
か
し
ら
？
（
笑
）
」
を
ど
の
声
も
間

か
れ
大
満
足
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

●
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
加
エ
体
験

｣品へ

今
年
は
、
弟
ｆ
厩
・
摩
周
方
面
に
足
を

巡
ぴ
、
女
性
部
の
事
業
計
画
、
生
活
改
善

の
一
環
で
も
あ
る
、
「
健
診
・
ド
ッ
ク
の
推

進
」
を
と
、
三
月
に
開
院
し
た
際
間
厚
生

病
院
を
訪
問
し
、
ド
ッ
ク
受
診
室
を
は
じ

め
、
院
内
全
館
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
中
で
も
、
温
泉
利
用
の
リ
ハ
ビ
リ

室
は
、
慾
著
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
意
欲
を
か

八
月
一
一
十
一
日
、
女
性
部
の
日
帰
り
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ﾆﾕｾﾞ翠萄
'誰

■
■
０
『
可 己巳

心
と
身
体
の
治
療
策
を

み
つ
け
ら
れ
た
視
察
研
修

〃家、

２ 

二翠色塗三
Ⅲ 

温泉利用のリハビリ歩行浴室

れた’'１作ル日特アのともトでプどな世でしれにンき
たりで参品プ分殊地１コし言ま、リさのら話、も、、ル立
？とは加をしの乾ﾉ亡ト野てうｒ様ンて声気に参感病院’て

鑑11騨雛鶴11
鰯Ｉ)註矛↓沈殿：織臓院》;艀Mhk；ﾉﾄ札
坐みス．リクれな。で￣)';1橋らイはた’ぱ病そ状がム霞
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酪
農
を
営
み
な
が
ら
、
花
や
野
菜
の
胸
づ

く
り
・
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
園
芸
グ

ル
ー
プ
「
花
香
輪
」
代
表
の
商
橋
好
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
午
前
中
は
活
動
の
き
っ

か
け
や
荷
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
・
堆
肥
の
作

り
方
を
ど
の
お
活
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
１
九
Ｍ
日
を
迎
え
た
今
年
は
、
農
村

環
境
つ
く
り
に
重
点
を
緩
き
、
標
茶
町
で

八
月
十
九
日
、
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
に
於
い
て
、
北
根
室
地
区
農
村
女
性
講
座
が

開
催
さ
れ
、
北
地
区
三
農
協
か
ら
四
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
■
■
■
□
▲
■
｜
■
｜
■
■
■
■
■
●
」
■
△
■
．
■
一
■
」
■
■
■
．
■
△
■
｜
■
■
■
」
■
■
■
■
■
０
■
｜
■
■
０
■
□
｜
■
｜
■
△
■
■

ま
た
、
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

狩
内
の
環
境
整
備
蛎
例
紹
介
の

後
、
午
後
は
、
会
館
前
庭
・
青

空
の
下
に
場
所
を
移
し
、
寄
せ

植
え
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

花
の
選
び
方
・
手
入
れ
の
ポ
イ

花
で
広
が
る
人
の
輪
と

な
ご
み
の
空
間議師の高橋好子さ人

ン
卜
な
ど
、
高
橋
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

参
加
者
が
個
別
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
全
員
が
素
敵
な
寄
せ
植
え
ポ
ッ
ト
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
立
場
（
酪

農
従
事
許
）
で
、
～
花
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

和
み
の
空
間
を
つ
く
り
、
花
か
ら
人
と
の

輪
が
広
が
る
～
そ
ん
な
高
橘
さ
ん
の
活
励

を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
一
Ｈ
に
、
参
加
葱
の

笑
顔
も
弾
ん
で
お
り
ま
し
た
。

農
村
環
境
つ
く
り
の
き
っ
か
け
に
、
あ
な

た
も
佗
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

ＺＦ 

ロ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
’
一

きれいな瀞せ植えができました

こ
の
研
修
会
は
、
農
協
酪
農
課
の
ご
配

慮
の
も
と
、
今
月
二
十
四
ｕ
か
ら
行
わ
れ

る
当
農
協
畜
舎
環
境
調
査
の
事
前
研
修
と

し
て
、
ま
た
、
蠣
産
・
生
活
環
境
改
善
を

通
じ
、
乳
衝
改
善
に
対
し
て
、
殿
大
雄
聾

の
努
力
を
行
い
梢
践
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
こ
と
を
Ｈ
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
別
海
綿
上
課
長
代
理
の
案
内
で
、

八
月
二
十
五
日
、
乳
質
改
善
・
環
境
共
励
現
地
研
修
会
が
行
わ
れ
、
三
十
人
の
部
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

:.~ＺＡ ￣ﾐﾖ髪

鱗
轤

喪｣医二二

騨
譲

ロ
こ
げ

諭
： 

： 

１５ 

蝋

安
心
！
そ
し
て
…

〆＝、

お
い
し
い
牛
乳
を
届
け
よ
う
ノ

一ｌ

ｉｌｉ１Ｌ 

ｑ戸以

駿蕊＝
すばらしく整憾された斉藤牧鶏霊舎

研
修
光
に
は
、
Ｊ
Ａ
別
海
腎
内
を
廻
り
乳

衝
向
上
対
策
推
進
委
員
長
の
斉
藤
春
雄
牧

場
を
は
じ
め
、
環
境
共
励
全
般
優
秀
受
強
牧

場
、
丹
羽
義
広
牧
場
・
桐
脇
博
牧
場
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
乳
質
改
善
へ
の
取
り
組

み
や
、
征
Ⅱ
の
作
業
で
特
に
気
を
配
り
鹸

善
の
注
意
を
は
ら
っ
て
い
る
こ
と
、
ご
夫

婦
の
協
力
体
制
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
牧
場
も
、
牛
乳

に
対
し
て
非
常
に
シ
ビ
ア
で
雌
間
た
る
傭

念
を
も
っ
て
お
ら
れ
、
畜
舎
な
ど
施
設
の
祈

古
に
関
わ
ら
ず
、
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
参
加
部
典
も
感
心
し
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
三
件
の
牧
場
兄
学
の
後
、
日
頃

お
肚
話
に
な
っ
て
い
る
北
海
道
酪
農
検
定

検
査
協
会
根
室
事
業
所
を
訪
れ
、
乳
質
・

乳
成
分
を
測
定
検
査
す
る
愈
蕊
な
ど
概
要

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
一
巡
の
枕
布
行
程

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
何
怠
義
な
研

修
の
一
Ⅱ
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
、
史
に
乳
伍
の
向
上
に
鍛
大
鮫
善

の
努
刀
を
行
う
生
瀧
者
が
哨
え
、
百
パ
ー

セ
ン
ト
～
安
心
！
そ
し
て
…
お
い
し
い
牛

乳
を
消
費
者
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

■▲▲■ 1■■｢ 可｡▲■▲▲▲｡■ ■■■■■■｢ 



八
月
五
日
、
根
釧
農
業
試
験
場
で
名
寄

短
期
大
学
の
河
合
知
子
助
教
授
を
講
師
に

招
き
、
「
酪
農
場
で
働
く
女
性
の
意
識
」
と

題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
性
と
し
て
耳
が
痛
い
部
分
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
｜
部
抜
枠
し
て
掲
載
し
ま
す
。

夫
の
家
事
へ
の
貢
献
度
は
？

「
夫
婦
」
奥
さ
ん
を
酪
農
業
の
共
同
経
営

Ｆ円

先進地視察から

活動の情報収集を
食品加工交流部会先進地視察Ｉ

家
計
強
で
や
り
く
り
を
任
さ
れ
、
給
料
を

自
分
が
本
当
に
使
え
る
お
金
と
し
て
、
平

に
し
て
い
る
女
性
は
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
そ
の
辺
り
が
夫
婦
間
の

者
と
し
て
捉
え
、
そ
の
「
ｆ
」
を
経
営

一
に
組
み
込
ん
で
営
農
さ
れ
て
い
る
男

一
性
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
共
同
経
営

な
ら
生
活
の
面
で
も
共
同
で
あ
り
、

｜
家
事
な
ど
の
分
担
も
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
、
共
同
経
営
者
と
し
て
求
め

一癖仲縫い症繩亜跡疵処誰配濁趣
一
時
に
は
、
「
食
器
洗
い
機
を
必
妥
な
家

庭
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
？
」
と
い

う
意
見
が
出
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

酪
農
が
楽
に
な
る
機
械
に
は
、
お
金
を
掛

け
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
昔
か
ら
、
こ

と
家
事
に
は
日
が
い
か
な
い
も
の
で
す
。

労
働
の
対
価
と
し
て
の
給
料

f胃、

八
月
Ⅲ
Ｈ
、
食
品
加
工
交
流
部
会
の
先

進
地
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、
十
二
人
の
部

会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
今
年
浜
中
町
の
施
設
と
し
て

開
設
し
た
「
Ｍ
Ｏ
ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
か
ぜ
て
昊
中

山
間
活
性
化
施
設
）
を
訪
問
し
、
設
置
目

的
・
利
用
状
況
・
稼
働
開
始
後
の
問
題
点

な
ど
概
要
を
伺
い
ま
し
た
。
牛
乳
加
工
室

や
チ
ー
ズ
加
工
室
・
畜
産
水
産
加
工
室
・
研

修
室
な
ど
の
ほ
か
、
施
設
を
囲
む
牛
を
型

ど
っ
た
敷
地
内
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
多
目

ト
ラ
ブ
ル
の
元
と
な
り
、
離
婚
の
危
機
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
労
働
の
対
価
と
し

￣ 

ｊＦ＝ 

的
広
場
な
ど
の
完
術
で
、
町
民
は
も
と
よ

り
浜
中
町
を
訪
れ
る
人
々
の
憩
い
の
場
と

し
て
の
目
的
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
部
員
は
、
当
農
協
の
農
業
農
村
交

流
施
設
「
ク
レ
エ
」
に
置
き
か
え
て
衝
間
す

る
な
ど
、
自
分
達
の
活
動
の
拠
点
と
し
て

利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
農
や
食
を
含
む

自
分
達
の
新
し
い
情
報
を
、
町
民
へ
広
く

発
信
す
る
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
意
欲
と
決
意
が
垣
間
兄
れ
た
、
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

協
働
の
範
囲
を
広
げ
て
い
く
こ
と

相
手
の
悪
い
と
こ
ろ
を
兄
つ
け
て
、
批

判
や
非
難
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
こ
と
で

す
。
難
し
い
の
は
、
机
手
の
良
い
と
こ
ろ

を
兄
つ
け
て
、
そ
の
部
分
を
伸
ば
し
た
り
、

増
や
し
た
り
す
る
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
努
力

を
男
性
に
は
億
劫
が
ら
ず
に
し
て
欲
し
い
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
脇
伽
す
る
範
朋
を
で
き

る
だ
け
重
ね
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
夫
婦
間
が
う
ま
く
い
く
秘
訣
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
姉
人
の
力
を
今

く
借
り
な
く
て
も
、
経
営
し
て
ゆ
く
こ
と

が
最
終
目
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
女
性

が
経
営
参
加
す
れ
ば
元
気
に
な
る
と
こ
ろ

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

て
協
議
し
、
決
め
る
と
い
っ
た
「
約
束
蕊

の
整
理
」
は
適
宜
行
う
べ
き
で
す
。
些
細

な
こ
と
で
、
い
ざ
こ
ざ
が
起
き
な
い
よ
う

に
す
る
重
要
な
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

1６ 

食品加工交流部会先進地視察
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蕊
昭
和
一
一
十
三
年
頃
。
今
の
自
分
の
原
点

て
あ
る
と
い
う
農
民
運
動
、
農
民
連
盟
と

い
っ
た
活
動
の
中
で
、
「
学
ば
な
け
れ
ば
解

ら
な
い
。
言
わ
な
け
れ
ば
、
伝
わ
ら
な
い
。

主
張
す
る
べ
き
も
の
は
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
考
え
方
や
知
識
を
身
に
つ
け

現
在
に
至
る
」
と
い
う
乾
洋
氏
（
俵
橋
）

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
知
識
を
付
け
る
こ
と

に
関
し
て
は
、
現
在
も
、
講
演
な
ど
に
足

繁
く
通
う
姿
を
お
見
か
け
す
る
の
で
、
続

け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

鑿
蕾
糯
鑿
》
画
マ

．
殆
‐
ｌ
・
、
。
，
・
・
‐
ト
ー
》
、
繊
驍
，
‐
い
く
Ｉ

今
か
ら
約
卜
五
年
前
、
買
い
餌
〈
配
合
）

：-
1.. 

111.7 

が
高
い
の
が
当
然
の
時
代
で
、
自
分
た
ち

の
仲
間
で
號
ぴ
、
交
渉
し
、
安
い
餌
を
購

入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
活
動
の

後
、
根
釧
地
域
の
配
合
価
格
が
下
落
し
た

と
い
う
経
緯
も
あ
り
、
知
ら
な
け
れ
ば
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と

に
気
づ
い
た
時
で
も
あ
っ
た
。
で
は
、
乳

牛
の
加
工
は
人
に
任
せ
て
い
て
も
よ
い
も

の
か
？
と
い
う
疑
問
が
乾
さ
ん
の
心
に

沸
き
上
が
る
。
ブ
ラ
ン
ド
名
「
い
ぬ
い
牛

乳
」
が
誕
生
す
る
前
年
の
話
で
あ
る
。

「
中
標
津
と
い
う
小
さ
な
街
に
、
乳
業
メ

ー
カ
ー
が
二
つ
も
必
要
な
い
の
で
は
な
い

1首1
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蕊
ど鰯！

いぬい よラ

乾洋さん(俵橋）

た
の
で
、
こ
の
頃
に
は
「
お
手
製
の
山
羊

合
や
搾
乳
施
設
」
（
写
真
）
を
作
る
気
で

あ
っ
た
の
だ
。

さ
て
ミ
ヤ
ギ
が
紙
を
食
べ
る
」
と
い
う

の
は
童
謡
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
木
の
皮
、

木
の
枝
、
草
、
い
ろ
ん
な
物
を
食
べ
る
。
糞

も
ポ
ロ
ポ
ロ
で
環
境
に
も
良
い
。
肉
も
利

か
」
行
政
（
保
健
所
）
に
珊
解
を
得
ら
れ

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
一
年
が
か
り
で

申
請
書
を
認
可
い
た
だ
き
、
附
所
に
こ
ぎ

若
け
た
。
順
風
満
帆
と
は
行
か
な
い
な
が

ら
も
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
。

ｒ
供
も
手
の
か
か
ら
な
く
な
っ
た
鹸
近
、

川
唯
を
飼
っ
て
み
な
い
か
と
い
う
熱
心
な

誘
い
を
附
き
、
平
成
十
川
年
の
一
月
。
十

勝
清
水
の
山
羊
生
産
者
を
訪
れ
、
レ
ク
チ

ャ
ー
を
受
け
交
渉
も
し
た
。

「
そ
の
畔
は
、
す
ぐ
さ
ま
飼
う
蠣
に
な
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
は
洋
さ
ん
。

私
の
記
録
ノ
ー
ト
を
兄
る
と
、
今
年
の

二
月
二
卜
両
日
に
木
製
の
古
い
電
縦
を
手

配
で
き
な
い
か
？
と
い
う
依
頼
を
受
け

上司

古電柱を利用した手作りやざ舎

中
標
津
で
ヤ
ギ
に
興
味
を
持
っ
た
人
た

ち
で
組
織
す
る
「
根
室
山
羊
細
谷
」
。
こ
の

組
介
の
援
助
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
呼
川

ミ
ル
カ
ー
や
呼
川
の
ミ
ル
ク
製
造
機
械
な

ど
を
川
意
。
脚
然
道
産
で
あ
る
「
知
床
」

の
知
名
度
に
あ
や
か
り
、
組
合
で
命
杓
さ

れ
た
の
が
「
し
れ
と
こ
ヤ
ギ
ミ
ル
ク
」
だ
。

子
ヤ
ギ
に
関
す
る
本
も
あ
る
が
、
技
術

件
に
響
か
れ
て
あ
る
こ
と
が
現
場
に
迦
川

し
な
い
こ
と
が
多
い
噸
も
知
っ
て
い
る
。

月
・
水
・
木
・
土
の
午
前
中
は
ヤ
ギ
ミ

ル
ク
の
製
造
に
。
ま
た
、
厩
Ⅱ
、
牛
を
朝

晩
二
回
、
ヤ
ギ
は
午
後
三
時
頃
か
ら
の
一

時
間
か
け
て
搾
る
。
二
回
搾
乳
し
て
い
る

酪
農
家
は
、
当
町
で
は
珍
し
い
…
。

「
ほ
青
や
搾
乳
作
業
。
こ
ん
な
に
人
変
か

と
思
わ
な
か
っ
た
」
と
妻
・
か
つ
枝
さ
ん

は
笑
う
。
「
子
ヤ
ギ
は
か
わ
い
い
し
、
仕

蛎
も
嫌
い
じ
ゃ
な
い
。
な
に
よ
り
夫
の
「
ｎ

分
の
夢
」
に
向
か
う
姿
が
好
き
だ
か
ら
続

け
ら
れ
る
」
。
へ
ｉ
Ｈ
も
三
Ｍ
搾
乳
に
多
忙
を

窮
め
る
お
二
人
で
し
た
。

用
で
き
る
し
、
草
も
ゴ
ル
フ
の
手
袋
で
は

高
級
品
だ
。
約
四
十
姥
／
｜
何
の
乳
を
出

す
高
品
ヤ
ギ
も
い
る
が
、
平
均
で
二
十
篭

程
度
。
専
用
バ
ケ
ッ
ト
で
搾
る
。
乳
耽
が

多
く
な
い
の
で
バ
ル
ク
を
入
れ
る
必
要
も

な
い
し
、
ヤ
ギ
の
原
料
乳
を
版
光
す
る
た

め
、
車
で
移
送
す
る
た
め
に
は
少
放
の
パ

ケ
ッ
ト
の
〃
が
良
い
の
だ
。

商
品
名
「
し
れ
と
こ
ヤ
ギ
ミ
ル
ク

’
１
Ｉ
’
‐
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自
分
の
得
意
分
野
か
ら
発
犢

合
年
は
〃
ご
用
聞
き
“
を
極
め
て

異
業
種
と
の
交
流
と
い
う
と
仰
々
し
く

な
り
ま
す
が
、
多
忙
を
窮
め
る
皆
さ
ん
に

な
り
代
わ
り
誌
上
異
業
種
交
流
と
い
う
形

で
、
他
の
仕
事
を
見
て
い
く
の
も
、
経
営

の
一
つ
の
切
り
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

第
一
回
は
、
今
年
四
月
の
北
海
道
議
会

議
員
選
挙
で
私
た
ち
が
私
た
ち
の
町
か
ら

送
り
出
し
た
、
道
内
唯
一
の
「
酪
農
家
議

員
」
中
司
哲
雄
氏
（
以
下
・
中
司
道
議
）

道
議
と
し
て
の
仕
事
も
今
月
で
約
半
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
、
多
忙
を
極
め
る

中
で
ご
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鱸）
Ｉ 

－６ 選
挙
ま
で
の
数
カ
月
間
、
途
中
弱
気
に
た

っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
温
か

い
声
援
、
そ
し
て
現
在
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

四
月
の
道
議
選
は
、
中
標
津
町
の
み
な
さ

［
聞
き
手
］
本
ｎ
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。【
中
司
道
議
］
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

や
り
取
り
を
始
め
る
前
に
、
誌
面
を
梢
り

て
皆
さ
ま
に
お
礼
を
巾
し
上
げ
た
い
。

哲雄氏中司

ｊｆＦ、

|誌|上｜

異業種
交流⑪

得二|ことば議戸う－ま地余武れのつじ十終１１戸ジが－
愈方も五員中で間し区裕佐で予てで刀わが中でび聞
な領あ人が司しきたのは地も定いう量１１つ七司すつき
分土Ｉ）。十道よ手ね仲あ区、はる定’た｜］道がし手

鞠瀧繊霞派｡鯉鮭i舗槻)蓬IolE
1h驍艀鵲？:|ｉ皇ｋＷ８１鍬,lfl燗鎖
ろ会ははのの内話～に｝１こりみⅡ、月会多Ｌ

鴻臘型騨ｉｉｉｆ撰衞'Wそ意蕊Ｉｆ行ギ際
と負政人、はつこ久すにどんつ゜はの'1Mいえ

鮭詠賎￥絲鮴ｷﾞｶﾄﾞiｻｽﾞﾌﾞＣＷ'ｌｌｊｉＩ；
にて会う党出はでりl吏れオミ週｣'11な)］光一〆定
対、とこ員のどきにのたそ間ま感二ｌｌＩＩ１ｌ｜衣

さ
ま
の
気
持

ち
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

［
聞
き
手
］
「
議
員
」
と
い
え
ば
予
定
表

r、
＝－－■￣－－－￣￣ 

らめとかしちどくま

も、をとてでんれが
そこ噛いく送なた椎
のれみうれ｜）気こし
皆か締こた出持とて

す
る
質
疑
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の

議
会
で
も
、
ふ
ん
服
問
題
や
環
境
問
題
と

林
業
に
つ
い
て
一
歩
で
も
進
展
す
る
よ

う
泣
政
の
考
え
方
を
確
認
し
て
み
ま
し
た
。

浮
段
、
議
会
が
な
い
時
期
は
中
標
津
に

い
て
、
町
内
の
こ
と
や
地
域
の
課
題
、
川

町
の
巌
業
興
し
や
、
四
町
の
問
題
に
つ
い

て
考
え
た
り
、
「
ご
用
聞
き
」
し
て
解
決

に
向
け
て
紺
を
剛
い
て
歩
い
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ご
川
聞
き
」
す
る
こ
と
が
道
議
の
仕

蛎
で
あ
り
、
頼
ら
れ
る
泣
議
に
な
っ
て
行
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

［
聞
き
手
］
腱
協
理
事
職
と
比
鮫
す
る
と
…
。

［
中
司
道
議
］
農
協
の
埋
辨
が
農
協
や
組

合
員
・
職
旦
に
対
し
て
、
共
に
一
緒
に
議

論
し
な
か
ら
取
り
組
ん
で
い
こ
う
、
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
精
神
の
巾
で
猟
業
述
尚

を
考
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
道
政
の
場

で
の
道
議
の
位
證
付
け
は
、
道
職
貝
と
一

紺
に
価
か
を
作
っ
て
い
こ
う
と
か
、
「
共

に
」
と
い
う
部
分
が
希
薄
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
を
改
善
し
て
い
か

な
く
て
は
、
本
当
に
道
政
を
良
く
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
？

と
気
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
聞
き
手
］
今
年
の
目
標
、
今
後
の
展
望

は
…
。

（
中
司
道
議
］
棉
祉
問
題
や
女
性
の
活
跳

の
場
を
広
げ
る
活
動
、
約
束
し
た
こ
と
を

確
実
に
こ
な
し
、
得
意
な
分
野
か
ら
一
歩

一
歩
議
論
の
場
を
噸
や
し
、
地
固
め
し
な

が
ら
漏
勤
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
夢

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1８ 



自
宅
で
牛
群
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
川

で
き
ま
す
。

①
繁
殖
管
理
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能

発
情
予
定
牛
・
次
回
発
怖
ｒ
定
牛
・
妊

鑑
予
定
牛
・
乾
乳
予
定
牛
・
分
娩
ｒ
定
牛

し定の１Ｍ：ろう帳
て的状認いう票今
いな態しろやで１，１
〈生を、な様確の
事産千次も々認説
でが測にのにしＷ］
す計し起と加て会
･両、こ結」：いの
的他りぴしく１１
に限えつただ的
行でるけデけは
え安’卜てｌで．、
る全群祝タなデ
よか・党を〈｜
うつ’１１Ｍ的、、タ
に安体にいグを

霞iI纒邇薑i罐i雲霞

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴

｢ 
、

乳検組合では、みなさんに乳検データ

をより利用し易く、しかも簡単に活用し

ていただくために酪農経営データベース

ソフトの中で､｢牛群管理プログラムの利

活用｣について８月20日嗣に説明会を開催
しました｡

ノＬ 

の
把
握
、
ｎ
分
な
り
に
入
力
も
出
来
ま
す
。

ま
た
、
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
の
中
に
は
ｎ
分

の
行
事
予
定
も
入
力
で
き
ま
す
。

②
注
意
牛
の
一
覧
表
示
機
能

泌
乳
ス
テ
ー
ジ
厳
の
表
示
・
発
情
調
査

牛
一
覧
・
授
精
対
象
牛
一
覧
・
長
期
未
授

精
牛
一
覧
。
繁
殖
管
理
ク
イ
ッ
ク
リ
ス
ト

な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

③
検
定
成
績
リ
ス
ト
抽
出
機
能

函

Ｐ宅

２
口
Ⅲ
巴
』
９
１
二
『
＆

記
』
全
■

「
｛
』
■

０
 

１
 

『
珂

牌
》
．
今

。 年
■

輸
詞
「

乳
鍛
・
乳
成
分
・
乳
賃
な
ど
が
日
山
に

ソ
ー
ト
（
杣
川
）
Ⅶ
能
。
過
去
の
検
定
成

績
か
ら
そ
の
乳
牛
が
発
し
て
い
る
サ
イ
ン

が
見
え
る
。

④
乳
量
と
乳
成
分
の
グ
ラ
フ
機
能

乳
薮
と
各
成
分
・
乳
質
と
の
関
係
が
グ

ラ
フ
で
読
み
取
れ
る
。
牛
群
の
状
況
・
個

体
の
状
況
が
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か

一
目
瞭
然
。

な
ど
な
ど
、
史
に
も
っ
と
す
ご
い
機
能

が
満
救
の
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
手
に
入
れ
、

牛群管理プログラムが使えるようになるまで

〈STARTつ

|ﾌ閾ｲﾙ・学川僅ダニ鶇に
|燕i三'Ⅱ鞠型

■｡ 

ファイルＤＬを
開〈

インターネット

接続
0葛､

プログラムの
ダウンロード

酪農ネットの
ホームページ

■ 
L, 

|ｲﾝｽﾄｰﾙllIヅワ芽
ＩＤとパスワード

入力

私
た
ち
の
龍
業
（
な
り
わ
じ
が
、
牛

乳
を
出
荷
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

な
ぜ
会
、
乳
検
な
の
か

－－ 

$冬了）（ 
※まず、ＩＤの取得が必要となります

んをい族′|蟇こ弓をのそ成まイIllilノｋ
か［１、みのと乳ぜ表ｕれ分すン体乳私
１指よん出を検ひし々ぞ・・が乳はた
しりなす検し、てのれ￥しそ苑で、ち

て腱でサ討にこい鍔の質のせは１の

黙ｉｉｉ鱗鱗鱸$ド
せ尚あ家乳るにす果営、乳いサＬた
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開
催
日
時
平
成
十
Ｒ
年
八
月
十
．
、

〈
決
議
事
項
〉

｜
、
共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

二
、
共
済
絆
傭
対
応
要
領
の
制
定
に
つ
い

て

一
一
一
、
コ
ン
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
に
つ
い
て

四
、
新
型
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
新
設
に
つ
い

て

五
、
新
型
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
新
設
に

係
る
貸
出
業
務
聯
務
手
続
の
変
更
に
つ

い
て

六
、
役
貝
賠
値
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い

て

七
、
六
Ⅱ
末
定
例
自
治
朧
盃
皿
答
化
汕
の
作

成
に
つ
い
て

八
、
資
材
課
二
階
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
導
入

に
係
る
リ
ー
ス
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

九
、
各
種
査
金
の
借
入
申
込
み
に
つ
い
て

Ｉ
、
休
農
に
伴
う
利
息
軽
減
に
つ
い
て

十
一
、
穫
込
・
撹
伴
用
機
械
（
ポ
ン
プ
）

の
リ
ー
ス
に
つ
い
て

十
二
、
生
乳
集
荷
乳
並
デ
ー
タ
処
理
の
改

善
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
導
入
並
び
に
ハ
ン

デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い

て

十
三
、
畜
産
販
売
課
車
輔
リ
ー
ス
契
約
に

つ
い
て

卜
四
、
平
成
十
ｆ
年
で
ん
粉
仮
渡
金
額
の

設
定
に
つ
い
て

十
五
、
平
成
卜
ｎ
年
度
中
標
津
町
農
協
乳

第
六
回
理
事
会
の
経
過

質
改
善
共
励
会
の
実
施
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

「
平
成
１
五
年
六
月
ポ
ク
ミ
カ
ン
状
況

及
び
中
間
協
議
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に

つ
い
て

一
：
畜
環
リ
ー
ス
の
追
加
配
分
に
つ
い
て

二
、
営
農
部
各
課
業
務
分
掌
に
つ
い
て

川
、
Ｊ
Ａ
奥
ま
つ
り
２
０
０
３
の
実
施
結

果
に
つ
い
て

ｆ
、
で
ん
原
胴
鈴
し
ょ
迎
送
契
約
書
の
締

結
に
つ
い
て

六
、
平
成
十
五
年
度
畑
作
物
政
策
価
格
対

策
組
織
討
議
結
果
に
つ
い
て

七
、
十
川
年
産
生
食
・
加
工
馬
鈴
し
ょ
の

販
売
状
況
に
つ
い
て

八
、
卜
五
年
度
馬
鈴
し
ょ
・
て
ん
菜
・
大

根
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
作
付
け
面
状
に
つ

い
て

几
、
大
根
の
杢
冗
立
て
状
況
に
つ
い
て

十
、
乳
製
品
工
場
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

十
一
、
雌
乳
化
産
状
況
並
び
に
乳
質
の
状

況
に
つ
い
て

十
二
、
販
売
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

卜
三
、
七
月
木
死
亡
牛
の
検
査
状
況
に
つ

い
て

十
四
、
家
畜
錐
（
尿
散
布
機
械
入
札
執
行
状

況
に
つ
い
て

十
五
、
根
室
管
内
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

の
結
果
に
つ
い
て

2F苗

今
川
か
ら
征
川
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

農
業
関
係
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

は
ま
な
す
乗
用
馬
生
産
組
合
（
代
衣
・

佐
藤
作
悦
）
は
、
平
成
十
川
年
二
川
に
発

足
し
現
在
会
典
十
数
稿
（
数
橘
と
い
う
の

が
日
々
発
展
中
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
？
）
農
家
の
〃
か
ら
街
の
人
ま
で
様
々

な
人
が
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

活
勅
内
容
は
、
①
馬
事
普
及
活
動
。
②

蠣
産
活
如
。
③
各
種
乗
馬
検
定
を
開
催
す

る
こ
と
な
ど
、
「
腸
と
係
わ
る
楽
し
さ
を
広

く
み
ん
な
に
梓
及
し
て
い
く
」
こ
と
。

①
馬
覗
普
及
活
動
は
、
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
の
企
画
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

の
引
き
馬
、
馬
車
な
ど
初
心
者
で
も

馬
と
係
わ
れ
る
第
一
歩
を
進
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
活
動
。

②
椎
躍
活
動
と
い
う
の
は
、
馬
の
生
産

の
こ
と
で
、
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
（
耐

久
）
レ
ー
ス
用
腸
、
障
害
（
ジ
ャ
ン

プ
〉
競
技
用
馬
、
馬
場
馬
術
〈
ド
レ

ッ
サ
ー
ジ
ニ
用
馬
、
観
光
川
乗
用

馬
な
ど
の
龍
巌
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ 
l｢(M"【Iｅ

'ままなす乗用馬牛j華組合
Ｆ＝ 

鰯大西雅秀…，
｢意思のある馬」
を操ることが馬の
楽しみ

③
各
種
乗
馬
検
定
は
、
乗
馬
の
検
定
の

こ
と
で
す
が
、
少
し
練
習
す
れ
ば
取

得
可
能
な
検
定
も
あ
り
ま
す
の
で
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

「
馬
の
楽
し
さ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
巾
で
も

数
少
な
い
、
馬
と
い
う
ｎ
分
の
意
思
と
は

別
の
意
思
を
持
つ
道
只
を
操
り
技
術
を
競

う
競
技
が
多
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
。

胸
か
ら
の
眺
め
、
走
ら
せ
た
と
き
の
体
感

速
度
な
ど
上
げ
た
ら
き
り
が
な
い
で
す
」

今
後
の
活
動
予
定
は
、
十
月
四
・
五
日

に
乗
馬
検
定
。
十
Ⅱ
’
十
二
月
の
期
間
で

月
・
回
程
度
（
ｔ
鵬
か
日
曜
予
定
）
ホ
ー
ス

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

中
標
津
、
別
海
、
標
津
町
内
の
人
で
役

貝
の
推
薦
が
あ
れ
ば
会
員
に
な
れ
る
変
格

が
あ
り
ま
す
。
連
絡
先
は
９
－
８
０
２
４

大
西
雅
秀
ま
で
。
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

言
［
ご
胆
壹
一
国
ご
閏
勗
晋
・
貝
］
（

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
乗
馬
・
馬
瀬
体
験

や
少
人
数
で
の
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
左

ど
ご
棚
談
に
の
り
ま
す
と
の
こ
と
。 iiiiiiijiiiiU{iiiilifffliLjii 

ホーストレッキングの様子

2０ 



=蕾一三三二=i書、②掲示板に掲載する情報をお待ちしていま夷TEL２－３７２１．ＦＡＸ２－５ｇ８３
メールsoshikikouhou＠infoseekjpへお寄せ下さい。

みんなの'1胄報･告知

［
帰
農
館
］
北
進
地
区
の
帰
農
館
（
佐
伯

雅
視
館
長
）
で
は
タ
イ
ト
ル
（
日
々
の
職

（
ひ
び
の
か
て
ご
と
し
て
、
九
川
五
Ⅱ
か

ら
卜
月
三
日
ま
で
の
問
、
酪
農
家
・
小
出

滴
信
さ
ん
（
俣
落
）
撮
影
の
写
真
展
を
開

催
中
で
す
。

ま
た
、
佐
仙
さ
ん
は
、
八
月
号
の
こ
の

【
経
済
セ
ン
タ
ー
］
太
極
拳
を
習
い
ま
せ

ん
か
？
凡
学
人
歓
迎
。
二
年
前
の
女
性

部
総
会
で
健
康
哨
進
に
向
け
て
太
極
準
を

教
え
に
来
て
い
た
だ
い
た
桑
原
先
生
の
教

室
で
す
。
▽
場
所
１
経
済
セ
ン
タ
ー
（
な

か
ま
つ
ぷ
）
二
階
。
ｎ
時
－
縦
週
火
硴
Ⅱ
、

夜
七
時
半
か
ら
几
時
ま
で
。
優
の
部
も
準

備
中
で
す
。
お
問
い
分
わ
せ
ｒ
０
１
５
４
８

ｌ
８
ｌ
２
５
２
３
（
標
茶
町
・
桑
原
）

写
真
展
を
開
催
中
！

太
極
拳
を
習
い
ま
せ
ん
か
？

掲示板
」

Ｌ
い
Ｉ

図 、

lli/， 
[ｊ開１Ｚ｜」る社戸
六催成程、北ア
番場}でア海ナ

ポＷⅧ笘學自
北札九さンレス
海幌１１れスコ技
道ｉｌｊ－１ニま技ム術
ＭｋＪｗｌｊ蔑
社区ロ▼ミタナ
ニ大上ｌｌＭナ１１
階通~「催'が~
Dili-L-期が主株

嘉子(１１に【蝿
ア
ナ
ウ
ン
ス
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
催

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
前
円
確
さ
ん
の
原

典
を
Ｃ
Ｄ
化
し
た
「
四
竹
と
共
に
樅
き
る
」

と
題
し
た
Ｃ
Ｄ
１
Ｒ
Ｏ
Ｍ
も
制
作
。
組
織

広
報
係
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
興
味
の
あ
る
刀
に
食
し
出
し
致
し
ま

す
。
な
お
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
の
交
流
拠
点
施

設
・
ク
レ
エ
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
で
も
鑑
賞

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｚ、

佐伯さん制作の｢西竹と共に生きる

｛
農
協
前
］
八
月
「
ｌ
ｌ
ｕ
、
農
協
覗
務

所
前
の
一
位
（
イ
チ
イ
）
－
オ
ン
コ
の
水

が
㈱
ケ
イ
セ
イ
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
綺
麗

に
剪
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
オ
ン
コ
の
木

は
、
昭
和
四
十
七
年
に
上
村
松
太
郎
氏
よ

｝
］
（
召
ミ
ニ
『
一
ぐ
二
『
．
⑪
９
９
『
ｐ
三
Ｐ
病
石
弓

▼
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
本
当
に
簡
蝋
で
し

た
。
ｎ
分
の
ア
ド
レ
ス
と
年
齢
、
職
業
藷

打
ち
込
む
だ
け
で
す
。

オ
ン
コ
の
木
さ
っ
ぱ
り
し
ま
し
だ

札心111を無表Ｈ戸
幌を仁札配料し一札
''１お登幌`信でた１，１幌
税持録国し提盗税国
局ちで税て供料に税
ホのき崎いすを関局
｜方るのまるどす￣
ム（よの木すヨタる札
ぺ試で｜・メイ情I幌
’し、ム｜ム級川
ジて税ぺルリや税
アみに１マＩ１ｒｌ局
ドてつジガな税で・
しはいかジI1lf局は
ス？てらン報が、
。関筋Ｌを発毎

税
金
の
こ
と
「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」

ｌンてが指万札室
１タはいす「q幌･

禅i窪ｌｌｉｉ群
６開込やん、藤ア

ムjlii↑：解蛎
戴維騒騒
０丸道ら識サ。ア
山テ１１’さ１受力
部ししれな識デ
長．込たど料ミ
‘ムまいを’’１
０セオＬ方１１‐二・

ｒ可

［
ね
む
る
教
育
講
演
会
］
演
趣
－
若
若
の

法
則
ｌ
少
年
の
心
の
閥
Ｉ
と
題
し
て
精
神

科
医
で
新
聞
雑
誌
に
連
舷
を
多
数
待
つ
、

し
る
く
つ
と
で
若
者
の
心
講
演
会

り
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
。
ず
い
ぶ
ん
さ

っ
ぱ
り
と
し
た
感
じ
を
受
け
ま
す
が
、
枯

れ
た
枝
を
払
っ
て
取
っ
た
部
分
が
ほ
と
ん

ど
な
の
で
、
今
後
も
良
い
成
長
を
し
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

煎
定
を
行
っ
た
石
立
さ
ん
に
よ
り
ま
す

と
『
昭
和
川
十
七
年
に
こ
の
場
所
に
移
し

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
ど
こ
か
に
植
わ
っ
て
い
た
は
ず
な
の
で
、

樹
齢
は
五
十
歳
以
上
の
６
の
で
は
な
い
か
」

と
の
こ
と
、
事
務
所
に
お
立
ち
寄
り
の
際

に
は
、
オ
ン
コ
の
木
に
注
目
ｒ
さ
い
。

-位(イチイ）＝オンコの木です
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香
山
リ
カ
氏
の
謙
蔵
会
が
開
か
れ
ま
す
。

▼
日
時
Ⅱ
几
Ⅱ
二
十
Ⅱ
、
午
後
二
時
開
場
、

開
演
二
時
一
一
一
１
分
。
場
所
－
し
る
く
つ
と

ホ
ー
ル
。
入
場
無
料
。
事
務
局
・
根
室
教

育
研
究
所
（
３
１
３
６
５
６
）
。
香
山
リ
カ

氏
の
著
書
や
ト
ー
ク
は
面
白
い
の
で
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

だ
い
こ
ん
に
続
く
「
を
か
し
く
つ
藤
の

農
産
物
」
と
し
て
、
昨
年
、
数
戸
の
畑
作

農
家
で
試
験
導
入
し
て
き
た
「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
」
の
収
稚
が
八
Ⅱ
十
八
Ⅱ
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

冷
涼
な
気
候
で
も
波
培
可
能
な
作
物
と

し
て
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
選
ば
れ
、
昨
年
の

実
紙
を
踏
ま
え
て
、
一
歩
踏
み
出
し
た
も

の
で
、
農
産
物
作
付
の
噸
が
轍
え
、
当
農

協
の
市
場
で
の
価
格
も
上
々
。

一
つ
一
つ
手
作
業
で
収
穫
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
労
働
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
確
保
が
出
来
る

体
制
も
、
だ
い
こ
ん
の
収
穫
・
選
果
に
よ

っ
て
培
っ
て
き
た
の
で
労
働
力
の
少
な
い

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
作
付
本
格
化鱗

畑
作
農
家
が
作
付
け
す
る
こ
と
も
不
可
能

で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
金
融
課
］
金
融
課
で
は
、
九
月
三
１
日

ま
で
、
三
年
間
掛
込
の
定
期
積
金
を
申
し

込
ま
れ
る
と
「
じ
ゃ
が
い
も
」
と
「
た
ま

ね
ぎ
」
を
各
十
篭
、
契
約
期
間
中
の
各
年
一

同
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
「
じ
ゃ
が
渡
定
穣

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
金
融

深
２
１
２
９
０
７
ま
で
。

じ
ゃ
が
玉
定
積
加
曰
ま
で
。
金
融
課

シ
ン
ポ
で
元
ア
ス
リ
ー
ト
か
講
演

［
釧
根
地
域
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
八
川

十
几
Ⅱ
、
ト
ー
ョ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

第
七
呵
釧
根
地
域
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

附
か
れ
、
基
調
謙
演
を
元
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
堀
井
学
氏
が

行
ｈ
会
場
に
集
ま
っ
た
参
加
肴
は
熱
心

に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
九
十
七
年
に
当
町

で
行
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
根
室
・
釧
路

d伝=、

数う部が[〕[1でた日ツをはが人．〈励だなれ分にらる'1斗のししをクづをで､と
字に尾Ｉｉ１ＩＯ、゜分ド毎何先あきｌこしかる、の勝れ二・生商て以て大道けシ今開
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襟て行と。ル年出上兄だはた文の学く、め粁段犬とか．が－紋にIujiなの格フ三地
ぃ１，１つ襟に秒のし￣えと、とえ温校れまに６の才覚ら’１７丁]年し堀さも整道ク1'111区
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る。にか゜書ムダれこ生ち゜リにてl］１１学木をな決的恐予時｡氏いし現ど卜’'１え
の二は気そこがイとろたの、触や分か校を評いめに怖選、のまてににう機て

瓢剪慕洲諏療ｆＩＵネオLそ|鵜灘ＷＺ舌洲蝿鈩Ｖ糖チド蝿
が七か’）る悩秒ｌｌｌ；た′ｌ２ｌ１Ｉ'た生こき待張つすて．た出にし合内こ夢ネン釧て
、とれ、とん○い゜ないいでのた生れてる話｜らさなたむ客と.ツグ路い
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手
や
伸
び
る
選
手
だ
け
が
、
枠
い
て
い
た

気
が
し
ま
す
。

先
生
の
言
っ
た
こ
と
を
素
直
に
聞
け
て
、

頂
ぐ
に
実
行
に
移
せ
る
こ
と
が
人
切
。
き

っ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
行
っ
て
い
る
子

供
た
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
て

も
果
た
し
て
何
人
の
ｆ
が
、
索
祓
に
戒
ぐ

実
行
に
移
す
か
？
少
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
人
と
し
て
成
功
す
る
の
に
人
事
な
盗

質
だ
と
思
い
ま
す
。

［
緑
資
源
公
団
］
緑
資
源
公
岡
が
平
成
十

年
か
ら
肛
事
を
開
始
し
た
農
用
地
総
合
整

備
蛎
業
根
篭
東
部
地
域
の
Ｉ
事
計
阿
の
巾

で
、
区
画
蝶
理
と
暗
渠
排
水
、
上
曜
改
良

は
平
成
十
一
年
に
当
農
協
狩
内
で
完
ｒ
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
町
内
の
ま
こ
と
団
地

付
近
と
武
佐
を
結
ぶ
路
線
の
新
道
路
建
設

新
し
い
「
道
」
で
き
ま
し
だ
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［
高
橋
正
一
牧
場
］
八
月
二
十
七
Ⅱ
、
商

橘
服
．
牧
場
を
武
佐
小
学
校
の
児
童
ら
几

人
が
、
社
会
科
の
学
禰
で
学
校
か
ら
、
転

收
で
訪
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
武
佐
地
腫

の
酪
農
家
の
子
達
も
お
り
、
自
分
の
家
の

武
佐
の
児
童
か
学
習
に

丁
事
が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
供
川
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
道
路
が
完
成
し
た
こ

と
で
、
向
か
う
場
所
に
よ
っ
て
は
か
な
り

の
時
間
短
縮
に
な
る
躯
に
な
り
ま
す
。

空
港
沿
い
武
佐
方
面
の
〃
は
街
へ
の
道

が
近
く
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
夜
な
夜
な

街
へ
繰
り
出
さ
な
い
よ
う
に
（
笑
）
ご
活
川

く
だ
さ
い
。

しる誠で『'１段組す-粁しし,譜いお戸
訳の験し乾｜｜織る希上てをまいお
ごは場た牧い委農のげも項して詫
ざ八記・場ち員協記まういたＷ１び
い月二W瓦十とご会青事す－て゜らと
ま丘で１１あ部Ｌ年担･度おごか訂
せ’１１刑ぺる会で邦、』八、り本を正
んの催｜の・しの鯉ぺ関ま人IHI￣
で間ロジは乾た姿ノトト係す様述八
し連が上乾さ・員寿ジ各がにい付
たい八段農ん１．会治｜｜位誌はが号
゜で月｜｜場の二はさ明に面謝三褐
し－１－根の記ペョんロおを非力１１i（
たHfIII11J事｜農がを詫おし所記
。と農逮本ジ政所担ぴ借てごイイ
ｆｌＩあ業い文「・属う申Ｉ）承ざに

［
中
標
津
町
自
動
車
学
校
］
現
在
、
㈱
中

標
津
町
自
動
車
学
校
で
は
、
十
一
月
』
一
・
十

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
大
型
、
大
特
、

け
ん
引
、
梓
迦
一
輪
免
許
の
入
学
者
を
対

象
に
、
入
学
金
三
万
円
が
無
料
に
な
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
げ
２
１
２
３
１
７
。

ｏ
お
詫
び
●

方
式
と
ど
こ
が
ち
が
う
の
か
な
ど
熱
心
に

話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

入
学
金
Ｓ
万
円
無
料

戸、

｣ 

巳

３１２９ 
日日

２８２７ 
日日

妬
日 ２２２１ 

日日

卯
日 １９１８１３１２１１ 

日日日日日
７６４１ 
日日曰Ｅ

８
月
の
組
合
日
誌

第
四
回
営
農
委
員
会

定
例
自
治
監
査
（
営
農
部
）

第
三
期
馬
鈴
し
ょ
防
疫
検
査

第
三
回
生
産
委
員
会

経
営
構
造
対
策
事
業
入
札
執
行

第
六
回
理
事
会

営
農
協
議

青
年
部
農
政
組
織
委
員
会

青
年
部
情
報
交
流
委
員
会

委
託
実
験
農
場
運
営
委
員
会

青
年
部
消
費
拡
大
委
員
会

酪
農
課
牛
群
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
説

明
会

酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会
役
員
会

い
つ
ぷ
く
の
会
役
員
会

生
食
・
加
エ
馬
鈴
し
ょ
部
会
役
員

乳
質
向
上
委
員
会

営
農
協
議
～
お
日

融
資
協
議

全
道
共
進
会
出
品
者
会
議

女
性
部
五
十
周
年
記
念
誌
編
集
委

巨員《戸

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
運
営
委

邑員〈五

融
資
協
議

伯
爵
ま
つ
り
実
行
委
員
会

馬
鈴
し
ょ
耕
作
者
全
体
会
議

融
資
協
議

乳
牛
改
良
同
志
会
打
ち
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
役
職
員
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

FZ1 

ヨ

「
九
月
」
と
い
え
ば
、
毎
年
第
一
週
の
Ⅱ

雌
、
に
、
「
じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
ま
つ
り
＆
ふ

れ
あ
い
広
場
」
（
以
ｒ
伯
爵
ま
つ
り
）
が

開
催
さ
れ
る
川
で
す
。
Ｊ
Ａ
が
年
部
と
商

工
会
青
年
部
の
共
催
で
す
が
、
今
年
は
当

Ｊ
Ａ
青
年
部
の
佐
々
木
大
榊
部
長
が
実
行

委
員
長
の
大
役
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
前
段
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の
午
後
六
時

四
十
五
分
か
ら
の
生
放
送
番
組
「
怖
報
く

し
ろ
ね
む
ろ
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
伯
爵
ま

つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
紹
介
さ
せ
て
も

ら
え
る
機
会
を
得
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
釧
路
放
送
崎

ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
局
に
入
っ
た
の
は
初
め
て
で
し

た
の
で
、
テ
レ
ビ
で
見
る
人
は
居
な
い
か

な
と
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
。
お
っ
と
、
私
は
民

放
派
な
の
で
誰
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

（
ご
免
な
き
い
〉
・
リ
ハ
ー
サ
ル
を
終
え
て
、

自
分
ら
で
手
直
し
を
加
え
な
が
ら
出
番
を

待
つ
中
、
緊
張
と
ラ
イ
ト
の
熱
で
汗
だ
く

に
…
。

戸

９
編
集
後
記
８

Ｉ 

ｌ１ｆｌはへでなも
￣サリ写し体１１ｔと
ルハ真た験躯て

、
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勘
切
両
、
」
ア
創
団
ｑ
頃
議
幾
劃

懐し
鬘
古
髻
一
枚
の
孚
真
目

討
営
行
又
ｕ
（

､■ 

1画

呂
自
蝋
二
。
皆

■ 

－
０
 

Ｉ 
炉

■ 
回

ｏ
巾
や
‐
雫
へ
１
．
日
釦
』
、
、
←
獣
升
齢
肝
Ⅱ
士
塒
〈
て

Ｏ
撫
輔
Ｋ
『
丹
諭
鍔
野
蛎
離
蕊
回
溢
叩
ｏ
識
鵬
、
箙
嘩
除
國
鯛
識
鎌
司
醤
索

昭和32年頃の写真です。

馬はひとなつっこい動物なので、農家に遊びに行くと

近寄ってきて､愛きょうをふりまいてくれました｡だけ

ど、子供たちは馬の大きさに怖くなり逃げ出すのです。
このくらい小さい子だと、馬もおとなしく、仕事に忙

しい牧場主のかわりに、馬が子もりをしていました。

写真提供藤井弘美氏

、
Ｎ
Ｉ
哩
爬
毒

2４ 


